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緒 言 

こ ・ に 記載 せ む と する は 北海 道北 見 國 常 性 郡 置戸 村 COketo) 在住 の 柴 

HELO, 知 友 を 介し て 著者 の 一 人 (M. W.) 1238 0262S BHOPAL 
て に し て , 書 信 に 探れ ば 網走 本 線 置 戸 鹿 より 約 10 km の 西南 に 筐 り ,= オ 

トコ ョ 川 の 上 流 に 産 す る も の ヽ 如 し 。 

AMMA E £ し て 淡 和 色 乱 明 の 微 品 より 成り , と を 鏡 下 に 松 す る に , Hil 
Ed O FW WIS L, その 屈 佐 卒 1.581~1.594 な り 。 信 Larsen 氏 の 表 
KOT, これ に 該 営 す る 磯 物 を 求む る に , WEG (Alunite) に 外 な ら ず 。 
Z Oita & te Noh REE RICB, & SC OUR ORE” L, 硫酸 
の 含有 量 を 検出 せる に , [0YVUECES. COMME AMMISARAEH 


0 alae S. Larsen, Micro. Determ. Non-Opaque Min; U. S. Geol, Surv. Bull. 
679, 1921. 


252¢ 2 ) a A hy Mh Kk S 


SHES, UL CAM 2 WVAEE t HERES 5 ICED 6 Fo 


PEREA FLA HC WSU WARE 2 BE BIL, FERRED ETS GI, Tn) ~ 


ARLE HBAS, BE SSR IC BERD LL VAC 騰 光 山 , EA OL ELD, BRE Ae 
EE VE OBMATIR Gy この うぅ DEM ATS, BAB GR OS 
RAs SMR, 直筆 最大 3cm (EET B BIRO NAN ML LT HETIL 8, 他 
は 何れ も 題 徴 鏡 的 細 粒 の 集合 と し て , AAREE BE RTP we Be FP AC 
BAUS BAYT, COMMBLMD CUD, Stet ORBER CE 
て は , ithe PAGE A OEM AGO WG te LL EVEN CBS する 理 越 せる 研 完 あ 
Eb SMR BET I, I ACRE, BELL EDA OMLBIN 
ken (= BEC, APLy ATA 1.576 を 測定 せる 外 に は , その 資料 充分 な ら ず 。 Uh 
DTD ATO — = OME 2 BS L, その 産地 目次 の 追加 に 約 せ む と す 。 
AM 的 性 質 

ABU 5b, JRA EA 6 LOW OMS RBIS, PEATE MBIRIC L 
て , 諸 所 に 不 規 則 な る 容 際 を 有 し , DREISER NS UC, Gl Ze BSE BH 
面 の 集合 よめ 成 0, 容 際 の 周 園 また 多 敷 の 小結 曲 に 被覆 せら れ て , 複雑 な る 
明 洞 を 形成 し , 往 々 酸化 幅 の 逢 め に 福 色 を 晃 す 

破 面 の 結晶 質 の 部 分 は , RAPIDE L, ナイ フ の 突端 を 以 て 傷 つ 
か ず , Tih OBIS LOTHOU 6 Bo に 反し て 他 の 標本 の 或 る 部 分 は 。, 
ORAL REN UT, & DIR IRO KER AL, か ヽ ゝ る 部 分 は ナイ フ を 以 て 容 
BIG, KY TOMORRALORPIOA, ナイ フラ を 以 で 傷つか ず 』 時 
TIE ARIE UT, 暗 石 駄 の 部 分 を も 介在 す 。 

WAS OBER BET (SEARO BERRI % (= UT, Dana, Klockmann 4:0) 


1) ACE LMR, Seve aw BERRA, CWE 44 年 う 98 BE, Wada’s Beitr. z. Min. v. 
Japan, 4 (1912) 185. 

2) Kozu, S., Masuda, M., Sci. Rept. Tohoku Imp. Univ. Ser. III., Vol. 3, No. 1, 
p. 60~63, 1926. 

3) TEASE, SEC Mba 83 4B, CCIE 15 AR) 283~ 


wo wR x 9530 3) 


教科書 に は BI~4 と あれ ども , Breithaupt SLASIVAIONBEE BE 
和 侍 ~5 と 記し , Bereghszasz EGBG MT 71~8 と 測定 せめ 。 
我 が 栃 原産 明 覇 石 の 級 密 な る 集合 も , また 容易 に ナイ フラ に て 傷つき , & 
夷 石 産 明代 の 白色 不 乱 明 な る 部 分 も , ナ イィ フラ を 以 て 傷つけ ども , その 新 
鮮 に し て 無色 透明 な る 部 分 を 箇 開 面 上 に て 栓 すれ ば , 硬度 ols 
OML>s GPM EWE &, その 此 較 的 粗 粒 に し て , 純粋 に 近 き 部 分 に 
於 て , 硬度 大 な る は 注目 に 値 す 。 
結 & 2H 性 質 
ddd (GPE ST SAAS, 例 へ ば 第 一 園 に 示 さる ゝ が 如く , 上 直筆 0.2 乃至 
0.5 mm ORAS 
ike bl, HE Ss BEA 
と 光輝 ある 面 と を 有 す れ 
ども , ANITA し て 反射 
WU REO BA eS, 
% OD (AIFS IEE Dx RABE 
PICT, BR MONS 
HHI UC 22 UBS 
mF fe WY BO th alwST ZI EOE 
AO ARAB (SWI 2 HEC ED HE Lo VIO T L OM OM dL SET 
Bees FILER Aix, BX 第 二 園 【 の 如く , PAON AK Ke BL, その 周 
flee Blo KF & ORS NOOMIK THY 640 DS OMSIENTHAR 
SEIGP AVR AT es SB RB 6, CERES, COFBE 
検 す る に , AG DC HED BL, RMOME TO HMC AKO, FEO 
て , LOMO MA ATH RORM (c=0001L) (12 UT, COV EP EO 
Ze IIHR < iit, PAE @=1011) と 認 む べく , COMLRMLORTA 


254C 4 う a AOR ty RR Be 


BB? &, HABE D c/\r の 角 55°20" MELT o 
= OMENS UL OLN < , MGMROMMBe 2S % 8 O, 同 IL の 如 
さく, 笠 方 曲 系 の 如き 外観 を 有する も の 等 あれ ども , Mars MOM D FF 
第 ニ (FEES Ltt BARC UT, その 上 下 雨 面 が 
AAMRO 底面 を 代表 する こと は , ZI 
な る 一 軸 正 上 曲 の 光 軸 を 有する こと に よ ょ つて 確 


EN 
\ Y, DH b Bo 
叉 時 に は <c, r MOR, r+ と 約 4ー5" の 
I 
ET 


角 を 以 て 鉄 く 第 二 の 姜 面 あり , = tridh 5 ¢ 
s(6065) の 面 な る べし 。 BIB. 
労 開 は 常に 旗 面 <(0001) の 方 向 に 完全 に 
し て , COME, x (1011) ENR PPHK,S 
Pare WO tie 3 ME AURIS HAH O. 
3 Pere 光 時 前 eH 
WES ME SSAA UT, — Ed の PGF) 
a を 現 は し , BIL 石英 より PML. FDO 
置戸 産 明 獲 石 の 結晶 形 JRATAB 2 浸 液 法 に よ つ て 測定 せる に , HIE 
MCB UTKOM Lo 
w=1.581, ¢=1.594, «—w=0.013 
EZ EMRO ED, 従来 知ら うれ た る WAR OMAR BHI KOT RE 
ENS; Iddings, Winchell,. Rosenbusch 及び Miigge, Lacroix 等 の 書 に BLN 
ら る ゝ 唯一 の 資料 は , 弧 て Levy, Lacroix 雨 氏 が Italy, Tolfa FEARBEA Ie 


1) J. P. Iddings, Rock Minerals (1911), 518. 

2) A. N. Winchell, Elements of Optical Mineralogy (1927), 114. 

3.) H. Rosenbusch, O. Miigge, Mikroskopische Physiographie I, 2 (1927), 238. 
4) A. Lacroix, Mineralogie de la France IV. (1910) 138. 


is: 


7 oR R xX 955C 5) 
PCM E Lie SCI UT, 他 に 充分 な る 資料 な し 。 KT HE の 測定 し た る 
Tolfa EW EOMMRY, FROME Lic 2 BREWED MT Kc HOE 
する に , 第 一 表 エ 及び UL の 如く , MRORARMA Lid, RMORENCH 
て 一 致す れ ど も , BD 0 @ は , 置戸 産 の 者 の 方 大 な る た め , CORR 
率 に 於 て 約 0.007 OHH 0, 拒 測 上 の 誤差 と し て は 大 に 失 す 。 師 つて 新た に 


第 s 表 
明 石 の Rh 折 A 


I Wy: TUT A RIN | ov vV VIL] VA 
産地 | Tolfa | 置戸 |e Oz Be FIG Gonzalez ie Naples Hee 
測定 者 ee ie Ws | whe 吉木 Wherry Sane Haat Larsen 
ol Bee eee 1581 1.576, 1-580 on ieee 
ew On 0-013 Ti oe eee 0-005 | 0-010 | 0-00 | Phi 


@ IN BEWEE OANBHY, BRT OMB Ms DRS LET, COM 
析 率 を 置戸 産 明 任 石 と 同一 條 件 の 下 に 測定 せる に , THENH-HULRG' 
IV の 如く , 栃 原産 の も の は 置戸 産 の も の と 殆 ん ど 完 全 に 一 致し , MAH 
の も の は 置戸 産 の も の に 比 し て 屈 析 委 や ヽ 低 き &, LM OTAM IES Lots 

| 文 下 民 の 測定 せる 騰 光 山 産 明 猿 石 の 球 均 屈 析 率 ま た 置戸 産 の も の に 比 し て 
_ や ゝ 小 な れ ど も る も, 人 金 払 石 産 の も の ゝ 範 園 に 局 す 。 

LeU s ABA AWO MES Ps EOE (oe BES, OI 
GEO EMR OWBE & OP HSE, THODBMME & 6 —KTo 
kpc fe Tolfa OIE CIGBES BIC 最大 屈 析 座 は 路 ぼ 一 致す れ ど も , 重 
届 析 に 於 て や ・ ゝ 少な し 。 


1) ASC, Hh SHE ARS 33 AB (大正 15 年 ) 283-4985. 


a 
acis i gd 


_556C6) aA BK S 


と の 外 Hh eid, Larsen 氏 の 測定 て る 値 と し て , w=1-580, -—=1-592, 
e-w=0-012 を 掲げ と の 値 は 殆 ん ど 完 條 に 著者 『 の 測定 し た る 置戸 村 及 び 栃 原 
EWA L-HTHEL, KOWNLES Larsen Ko 原 着 に は か く ゝ る 値 な く 
Larsen 氏 は , WREAK BS LC SRA SLES, BAL @==1-572, 一 1.592 
AOE WHRL, HC California jy Death Valley の Funeral Rauge jp He 
WEA IBA LC n= 1-568, 重 屈 折 Moderate & OMMR eH EV COW 
Ficwe-cit, Wherry JE% MIRA SUE L, n=1-585, sーw 三 0.01 BBA, と の 
MY it Whitefield 氏 の 分 析 に ょ れ ば , A BST SEA © He 21-82 : 54.98 
へ 5:90 : 56:60 な り 。 CHK LAE, Hi RAO ZALtO 重 属 折 を 低下 の 原 
因 と な る が 如き る も , 率 し 《 く Wherry [Go IE Le S Texas ji Gonzalez jE lj 
Aa 
Ko2CAICOH) 2 eCSO4)4 51.01, Nag CAICOH 26e (SO4)4 32.80 
Ks2H4aCAICOH)2JeCPO3)4 3.90, NagH4CAICOH)oje(PO3)4 242 
SM REA LB EWR AD | as kV D* chy BF, n=1-580, -—e=0-005 
に し て , 一 層 小 な る 重 尾 折 を 示せ Yo 
因 に Ramann, Spengel fj Kit, Naples に 近 き Puzzuoli ope MILL V MMA 
《 WRAI—IKL, HR LMIY SOX BML, Credner KK kocHCH 
析 を られ た る Saxony の Wurzen pEW ER EK ZICBDS S を 知り , HEA Lowigite 
Ke(Al(OH)2}6S04043 HoO と し て 知ら れ た る も の また 或 は 之 に 局 せ むと 
BE~ Vo MS IC Ch bi WEA BAR BE th We bo 
kao HW 冠 
純粋 な る 一 結 曲 に よ つ て CRMET SEG SUE b, HMO MC SE 
SRA 1 TD 8.92 gr BRO TEPRUKPICAEL, それ より め 比 重 を 
算出 せる に 2.674 RBI O | 
この 値 は 金 払 石 産 明 獲 石 に 競 て 間 本 要 八 郎 氏 の 測定 せる 比重 2.787 よ 0 
は 小 に し て , Wherry 氏 が Texas 州 よ め 産 せる 明代 石 の 集合 ER 


51%, FEW 33%, HEAD “る に 惑 て 測れ る 2.67, Frenzel 氏 な が 


IDES Pawatech: Doelters Handb. d. Min. Chem. IV. 2 (1929)504. 

2) E. S. Larsen, oq. cit. 114, 187. 3) E. T. Wherry, Niggli’s Refrat in 
Zeits. Kryst. 59(1924) 585 from Proc. U. S. Nat. Museum, 51 C1916) 81, 

4) E. Ramann, A. Spengel, Centb. f. Min. etc. (1919) 35. 

5) TARA BT = 6) E. T. Wherry. op. cit. 

7) A. Frenzel, Neuez Jahrb. f. Min, etc, (1877) 833, 


ir a, ae 2570 7) 


Muldental 産 明 禁 石 の 小園 塊 に 就 て 測定 せる 値 2-645 SRL, CMBR 
WEE b, 常に 多少 の 石英 質 包 裏 物 を 有する た め , MEORT 2 RHHSE 
HRA Lo 


水 及 び 硫 酸 の 含量 

ATED 2 BAR & UT MOC に 保てる に , TORE 0.10 % に 過ぎ ず 。 ま た 
CAH CL CI 2 PER BIZ 46.07 に 達 す ° KIC ATE 
末 の 一 部 を 淡 酸 加里 及び 曹達 と 共に a UT 契 酸 に 溶かし , ZIBB Ik sy 
ッ ム を 加 へ て 生 ぜ る 硫酸 バリ ッ ム の 量 に 依 て 硫酸 の 量 に 依 て 硫 呈 の 量 を 穫 
定 す る に 31.45 262 FO, BALA LALO PURE DP, 硫酸 以外 の 分 を 水 
れれ は 

H,0- - 0.10% H,O+ 9.629%, SO 
7 Alize iS, — OWE 22 (RAK ARE Zs S IM BABE & UT, SOsD AEE 
0 推算 すれ ば は , APMIS ILE 81% OMBWHAREOI E> KASS 4, 
未だ 完全 分 析 を 経 ず 。 
集 合 OR E 

AWE O tee & 純 筆 に 近 き 部 分 を 薄 片 と し て BBE IBS OC, fe SHE 
ね 0.5 mm 前 後 , 幅 0.25 mm 前 後 の 科 自 形 輸 廊 の 集合 よめ 成る 。 こ れ 何 れ 
も 底面 に 直角 に 近 き 断面 に し て , 上 下 十 底面 の 方 向 に 延長 し , ZIPS 
Meal, COMI BMMORMT— MK THO RCTS EORO (第 
= [alo 
= OFA OMPAS, 概ね 石英 の 細 粒 を 以 て 売 た され , その 或 る 物 は 微細 な 
AiR 2 CUO A ABR BE 6 tr, BS HLM IK LC を 
ABLES ADI KY Oo IOWA 6 BRM MEO MeL LT 
生 ぜ る も の な る だ きも, その 構造 残存 せ ず 。 

fa 6 eh IS BPRS UC, BIRR KO CMe BS SMI 


258C 8 ) BA BR hw Bk Be 


BREE FC Ai LIC RIS OL, 重 屈 析 低 く , PAT RMI EB MORE eh 
SU KOWD Ir a A, WEE SERIE RUT その うぅ ち に 散在 する に 過 


i EWE © PRY RG Cx 40) 
左 WEAOLSRD A WRAODL eRe 
A WB K 高 陵 土 q Ae f 酸化 鐵 


ぎ ず 。 これら の 重 屈 析 低 き 確 物 は , TAS 1.559 を 前 後 し , 板 状 の 面 に 洒 行 
1. BSS BAe A LU, mmbEE t sh 6 So 

CO* BIL UT BIR e 有 し, BORER SORA ADOT 
aC AGED O MBN BES SED O, RG < SRWVA OD & PBA A 
べし 。 (第 四 園 参照 )。 

高 陵 土 及 び 明 伏石 は 共に 新 解 な る 外観 を 保つ て 相 作 な つて 存在 し , その 
一 方 よめ 他方 の 成 生 せら れ た る が 如き 形跡 な し 。 . 

HEAR TILAK ED 産出 現場 を 調査 し , BCI ES PRY RUS 1b 
的 研究 を 完 9S SG 2e RIS, WIM ee SILOS, FIRM 
ELTZPRIR Co 


SOT Era Ss cB L OLLE RS OIL 
Has HAR Ne 


Wy > SSUES OD AL BURLAP IS BA UC Us OEIC SE 2 ARSE 2 ik OB 
MEDD Oo VHRUNEAIPINP Eh ODE ROE LOSE ONC 
PE OF BUD & OMBEICRES Cid, EGE と FER 2 ORY A 
も の あ Yo 


| ARCO EK B PRIME YE & HEWEYE L ALBUS IC AIM 2 B BORO LF 


FODREDALPASOICUT ME APH Yt ASB EH MK Oo 一 は 
WhEEB PS Ge AEP OPRMER Ok SKIBARIWA RISER A BREEZE 


第 ー 表 
eset) Cee geese) C4) 
eters 59-08 | 59.50 61-40 | 61-41 | 
AlgO3 17:80 16-46 L715. SA 
Fe,03 2-92 3-48 3.54 | 2-64 
FeO 522 5-62 | Sue | 4.93 
MgO 3-10 3-16 310 | 2:34 
CaO 7-83 7522 | 5-98 6-70 
Na,O I 2-87 2-10 4-72 
KO FO 0:89 | 0-93 1-10 
(HO; 0:58 ~ | 0-39 | 0-80 0-52 
H,0_. 0:06 | 0-06 0-20 "0-02 
TiO, O37 0 0-29 0-70 | 0-46 | 
POx 0-16 0-32 0-14 tr. | 
MnO (0-12 tr. tr. tr: 
Total 100-67 100-56 9966 | 100-26 


— CD Sib ies a (2 WE RERU EG 
C3) 日 2 出 島 産 安 山岸 < の IPNRA 


L) HUA, AK, SATB DR A, 9B OAR 3 HE, 130~131 頁 。 
2) GE, HUA, Fi RTA, 第 5 ABS 6 Hh. 255~264 Fo 


\ 


26010) BAB MR kK S 


2 (SE AEP SL OPME CM S KIB BE BO Bb) FF PT CHa ak BE at PT 
REO BUS 産 す る KE, Wik AEE OPEL 6 DERE LM 
DRI TE Oo 今 等 三種 及び 赤井 川 淫 石 の 化 錯 分 析 結 果 を 第 一 表 と し て 
REA LF. 

第 一 表 に 見 る が 如く , PB RHC THD Qs BRO (4) & Om 2% 1K 
(, BES HCD 24 4) よめ 約 1.7 錠 高く , PRICE OBI Tk CD) 
(2) RU (3) lk (4) & OK) 0-6 MRL, MES HI HO TIS IQ) は 
4) £0 #) 0.826 iL, 加里 含量 を 比較 する に (1) (2) (8) (4 は 殆ど 同 量 な 
Bb, (4) は 前 三 者 より 稽 高 く , BRC Tit (1) (2) (3) は (4) よめ 約 2.3 

e ニニ 表 


Gi) C2D | C3) C4) 
Quartz 19-22 17-53 27:3 12-53 
Orthoclase 6-06 5-28 5-50 6-51 
Albite 18-60 24-26 | 17.76 39.88 
Anorthite 35.61 29.35 28.86 G68 
Gorundtm Eb de 2.09 a 
Diopside 1.91 A —"I\— Wtecnes 12-93 
Hypersthene 12-54 12-41 10-32 5:59 
Ilmenite 1-08 0-55 1-32 0.87 
Magnetite 4.22 5-03 5-13 3-83 
Apatite 0-3 0-71 (Ue ale el. BscdK6 
Ratios 
CHD C2) C3) C4) 
Sal 
Reina: 3-9 3:2 4.8 3°3 
0.32 0.30 0.52 0-19 
K.0/+Na,0’ 2 KO 2 
Ga 0:36 0 53 0 42 1:38 
K,0’ 9 rc 
a7 | 0-31 0-21 0.29 0-15 
Il. 4-4.4. | TL4. C394.4| ”11/4.4.4. {IT 4”.”3.405)- 
Bandose Bandose Bandose Tonalose 


He RK 26111) 


AMR Lo LRT BIMBLMNT SRIMER LMAMA ROK Z=O 
Onititiees & Zo NCE LTH & DUE SHIRE (db O Tk BLOKE ¢, EO 

量 少く (1D) (2) 及び (3) ATI IC RICH 2 OF 北海 道 に 分 布 する 新 火山 
を 構成 する 所 調 安山岩 と 穏 す る も の ・ 化 旭 成 分 の 特性 を 有 す 。 且つ (3 は 
(DRO 2) &OFRES <¢, BILB-RRUARORDA 3 6 FLIER 
あら る の に あら 6 ず 。 

AIENER INT SEEDER Me 6, アル ヵ リ BRR に 富む を 特徴 
と す 。 従 つて 等 四 種 の 化 鼻 成分 より ノルム を 算出 する 時 は (第 二 表 参照 ) 
(I)(2) 及び (3) は Bandose (2 }Bd AIC¥UT (4) (& Tonalose に 属す る 
事 を 知る 。 : 

Ki2 ZEWEO Laka kORzPY HRS AHILROMLS 


Si al alk | qz | mg | k | ¢/fm 


Goa] 208 | 84 0-45 | 0-23 | 0-63 
037 | 0-14 | 0-74 


35 22 9 


| 

; | | A 
| a 178 | 32 34 | 25.5) 85 0-41 | 0-23 | 0-75 
sta aha 


44 

(2) NON 29) 36 25 10 39 0-39 | 0-17 | 0-75 
72 
| 29 


c4) | 197| 29 


此 結 果 を 見 る に (1)(2) 及び (3) は alk OWT 26 2 &, KABUL HST = 2" 
y —J€0) Kalk-Alkalireihe な る Peléeitische Magma に 属し , こ の 標 式 的 
BMNHSS = ダリ ー 値 は 次 の 如 し , 即ち Si=180, al=38, fm=33, 
c=23, alk=11, k=0.20, mg=0.40, Schnitte=4—5, 次 に (4 を 吟味 
AD BH IZ, Tonalitische Magma と Peléeitische Magma と の 主 な る 差 
BRpPBA ANC, al, fm, c, alk OfiG ESE US, MER te ORS AS 
BC RAK=04 1 BK し , RAISHBO MEO k=0.2 SBA ST S 
に あり 。 IRE... 
は 左 程 大 な る 意味 を 有 せ ず 。 HOT A (Salk Oi AUS bk の 値 小 に し 
て , Tonalitische 7) Peléeitische Magma に 属す る も の な らん 。 選 等 の 


262012) 岩石 Bw mh KS 


a es 


Pe CDCI k < MUS SAR Lacroix 氏 の 記載 せる Mont Péele 


BEO) Andesilabradorit (Labradoritandesite) *%O, ZPBST ARM THE . 


feet ($ = 4° ) —fEO) Pelécitische Magma に 属す る も の な り 0。 

DEBE SDA <¢ HEE © 1k BLWeah WARS SIL, AAG CHET 類似 
する 成分 な る も , MISHANCIGRS 2 BRASRLORS 6, アル カリ に 
ZL SBMK RUA OWL A eA し , PME CA TIS アル ヵ リ 特に 草 
MILA, ZELA wy ¢ Dacitic rock OLB BATS る tonalose に 属す 
DRAMA. HOTHIBE & O PMT AI Sscl= Magma Reservoir 内 に 
て は 以上 の 如き 岩 虎 分 化 作用 の 道程 を 終 た る も の な らん と 参 へ ら 5 る 。 

本 報 文 を 草 す る に 営め 種々 御 指導 せら れ た る 草津 教授 に 深謝 す 。 


重 品 石 族 硫 酸 協 太 物 の 同質 異形 
mes &£ He 一 


it PRES ORD %e iit OTT INAS ANE, IL RAEI IE (REE SS ANC, 
或 る 一定 温 度 に 於 て , SOs PHIL CHARA OO L, MALS 
ROBES ¢ UC RANI IHS Be BRL, oe polymorphism の 現象 を 呈す 
る も の と あり の 。 例 へ ば 明 任 石 Galunite)” の 場合 に は , 500~650°C (= HST HE 
の 結 唱 水 分 を 失 ひ た る 後 , 更に 800~900°C (LST SOs BIBI TS 然るに 
| NagSO4 (常温 で は thenardite) の 如き は , WO HSV AKO Miigge, 
Wyrouboff, Nacken, Miiller St 2 BO) EB OMAFE IK HK OT, KBE 3 TOMA 
質 異 形 の 存在 が 知ら れ 居 め り し 所 な る が , 更に 最近 F.C. Kracek は 詳細 な 


1) S. Kézu and M. Masuda, Sci. Rep. Tohoku Imp. Uni., Series II, Vol III. 
No.1. p. 60, 1926. 

2) F. C. Kracek, Journ. phys. Chem., I. 33, p. 1281,1929, IL. 33, p.1804,1929, 
III, 84, p. 188, 1930. IV. 34, p. 1741, 1930, 


ce fee, ems ¢ 963013) 


BBB He O ILO MAIS 2 ORIG Bw, 結局 , 常温 より 250°C SEO IE 
較 的 狭 き 温 度 範 園内 に 於 て ,5 つの 異形 物 (pentamorphism) の 多き ある を 
主張 せめ 。 ; 
重 曲 石 族 硫酸 堅 確 物 UCHR GAs BOE, 

Carite) aS 

天 青 Ay (celestite) SrSO4 

硫 酸 St WR Canglesite)  PbSO,4 

wi 6 (anhydrite) CaSO, 
の 4 種 に し て , ZH (Slt b TEAR CB L, isomorphism の 一 例 と 笑 す べ 
く , 互 に 類似 共通 の 諸 性 質 を 具有 する 所 多 し 。 耐 し て を 等 の 結晶 が 加熱 せ 
ら る ゝ 時 は , 皆 高 温 に 昇る も SO, を 放出 する 事 な く , 終 に 或 る 温度 に 於 て こ 
HI MAMNMET BEOLVGS. MNES, ZI BF SHA OWED T 
Wp &, CaSOg 並 に SrSO。 の 同質 2 形 (dimorphism) #3} < Vernadsky 
の 報告 , Big PbSO, に 就 い て の K. Friedrich DPM yd ob SMS 
WRI: BAER WS BILL O, MOIS W. Grahmann OPEL TIED t 
DOO LMCG CHES LNT SMIZHEO EDL EMF o こ ゝ に 於 て , 
LA AMOR AS REDE SS ORC FORRES 
CHD DeBile%e BS Le 

W. Grahmann の 研究 

USE eA EN Ck O LSE 4 MORMON 2 Beet Sb O7e 
0, AOK SREMSMT Kahlbaum HO ATMO & OI LT, BHOMR 
IE NZ AAO HbR K OD Ghrte SRB HES Us B-KO 
Moo こ ・ ゝ に 温度 測定 に は Siemen & Halske 製 の 指針 ダル バ ノ メー ター 


~~ 


1) W. Grahmann, Dissert. Leipzig, 1913, Zeit. f. anorg. Chem. 81, p. 257 ~ 
314. 1913. Neues Jahr. f. Min. 1, p. 210. 1914, 
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Job JI) L, LEAL SBME COR < DROME RSLOK HS SEX 
EE Dd O, BRIE ROD te 6 FMWOWRK O Hise BRAS BAC, NRE < 


第 = 表 の 温度 に 至れ ば 何れ も 或 る 程度 
So eT ee a eee cA 15 3 Hr eet = SES 
“C380, | 1194°¢ 1450°C 如 し 。 RCE ORB MII 
SrSO 4 1154 » | 1605 » 2 ; mins 
BaSO 1153 » | 1580 » TAU CHIE D4T(S Ss PBP 
PbSO 252 » 1080 » 2) 
| - all) <i iD ts B WBIZ, Nacken 型 加 替 


Srabmann Rae LEA Bs Ae DIC BIB JEL LO ee 


Del Utz Bz, FesP VA 7s SABRISG MES 6, HOWIMTAS Eit 4 HO 
AUIS T BAD BR ROBE AS L OEE IC EIE O © 
. A 分 i 

RROBIE BARDIA ik O MANE A HR KD, ILOBMEDOAK 
REA PRAID RY O 。 温度 測定 に は , AWB Rod KE calibration % fff し 正確 
を 期し た る 特殊 接 績 の Pt. Pt-Rh 熱電 調 附属 パイロ メー ター を 用 ひ , 常に 
neutral substance に は 非 ず すし て 試料 それ 自身 の 温度 が 測 ら る 様 配線 し 
た り 9。 JNBAIE I= ANNI BR LU, ARDS! be Wo Ik HOD SARE OD 悦 束 に 依 つ て 
MRA ERS BBLS SS BLUE, 曲線 全 骨 の 月 を 整 へ る 事 或 は 吸熱 
及び 放熱 終 化 相互 の 大 さ 比較 に 便 な る 事 等 の 劉 , 以下 特記 する 場合 を 除い 
て は , 彫 中 掲載 の 何れ の 曲線 を 求む る 時 に も 終始 常に 出來 得 る 限り の 一 定 
速度 を 以 て し , 10°C の 上 昇 或 は 下 隆 に 2 分 を 要 せ し め た る も の と す 。 併 し 
426, SECU, 此 の 他 , 適宜 別 様 の 加熱 並 に 冷却 の 方 法 を HBO L BH AD 
は 無論 な め 。 AARP ORM SH 1 分 毎 に 行 ひ た る も , 偶々 BRC RE 
せる 場合 に は , 之 に 拘束 せ ず 即時 其 の 温度 を 譜 み 取る 事 に BERS OS, 
HAS, 曲線 は 各種 に つき 皆 常 温 よめ 約 1000°~1300°C 迄 の も の を 求め た れ 


1) R. Nacken, Zbl. f. Min. p. 329. 1913. 
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£8 DATEL IS Uk DERBI Ze SVD Ik Ze BSL, EMBO BML OARAR LI 
TERS 6 
ERR 管 葵 に 供し た る も の 次 の 如 し 。 : 
(A) OAK EBA . ORD Tk < BE BRA ORE - 
He DRA MARISA S EOLEMOKS Lom? に 達し 殆 ん 
EM PIS (GE F LOMO o 
(CB) 7ERMHEI ABA HB L MBIEEORS A, 
(C) Kahlbaum a) TPA AA 0 


1200 


TEMPERATURE 
© 
= 


o 
© 
Ss 


© 
© 
© 


4 2 0 2 4 6 8 
CALVANOMETER READING IN CM. 
<— ABSORPTION, EVOLUTION . ——> 


第 一 園 は (A) を 熱 分 株 し て 得 た る 曲線 な り 。4 曲線 の 中 , 先 づ 曲線 エ を 
観る に , 加熱 に 際 し て は 1180°C に 始ま る 1 つの 極め て RAB 2S 5 AWD 
Q, LENE UTZ & OME § 117 ポ で に 始ま る 同様 の 熱 放 融 あり 。 血 し 


266¢16) eA Wi Kk & 


て 常温 よめ 1300°C 迄 の 間 , ZA 2 BLVAORAVBME EMI BD GF o 此 
OAMBHE D TIL BONE 2 物語 る も の な る べく , ABT KR 
の 試料 を 験 する に , ARM LS CAMO BES S &, AMR と 依然 不 
導 の 光 幅 性 及び 比重 を 有する を 知る 。 俳 し 征 ら , 果 し て, COMERS 61 
形 温度 な り と 礎 言 する 前 に , 猫 ほ 充 分 , 高 熱 に 於 ける 垢 形 物 の 諸 性 質 を 吟味 
する の 要 あ る や 勿論 な り 。 題 微 鏡 検査 , X 線 分 析 , It SMES AH AS 338 
BORER ANS, D> SRB OHA Bhi PES b, At 100°C 以上 の 高 


RAB & CHB OM Rrrei< , AAG MOMROMSS 一 原因 な 


る べし 。 或 は 叉 , HOBS OH BRIE SET BGR 5 DFAT SDRC, 
45 UR BD fish T aed SBA, aR fed He ILO LED 
も の を 得 て 其 の 性 質 を 完 む る 事 に 成功 する な ら ば , ZPHEBMAN SL, ZA 
跳 き て も 種々 試験 中 な 0 り 。 然 れ ど も &, 先 行者 等 Grahmann 0) ePIC HES A 
| OPENER ABE & ONE UC, CZ DEE 2 LO wy RL Oe 
び て 筆 を 進む る も 恐らく 過ち な きも の と 信 ず 。 

ZS CHAT, 曲線 上 に 依る 時 は , 重 卓 石 の 可逆 的 販 月 は 温度 上 昇 の 場合 は 
1180°C に 始ま り , FOB UTC aE D LHLIEENS, BRORFY 
温度 1177°C RUT HOMBRE ED TERK ANLo HO® 1180°C と 
117 ポ #C EOHD OC OAM GS ADEBIRRICH ST AletUCRAT OF 
if hysteresis range (4, PI \(XHBILT 2S =D L DBS S グリ セリ 
ン の 如く , (HE DSM ts 2 WEARS TO te LE LBS B ES Ly 叉 曲線 
BELO BET Kis SBSH I PARAM ILA OMS SZ SAT | の に 
UT, heer yae % Tk SO し も , 2S [el CREE PC ROR ARG 
分 析 曲 線 の 彼 の 73°C OC nfs APH BIR 1K SBME LIRR LT, 少な く と も 其 
の 敷 倍 量 に 及ぶ も の と 思 は る 。 


1) F. E. C. Scheffer, Proc. Akad. Amsterdam, 18, p. 449. 1916. 
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試料 を 再び その 位 使 用 し , Ti & 2 < 


[il CURE TS CRP HEL THIS BORK Oe HAE LIKED DISMAY BERS & aR 
し , JEDAMSTA IE It PAE Ic RENE OK # 1183°C 及び 117 ま C に し て , HO 
机 加 平均 は 178°C と な る 。 
を 等 曲線 上 及び 1 (SEC BEE 2 分 間 に 10°C の 等 速度 を 以 て 求め し も の 
な る が , HR zur は 特に 10 分 間 に 10°C 即ち 前 者 の 1/5 の 緩 等 速度 を 以 て 


TEMPERATURE 


CALVA . 
<—— ABSORPTION. 


6 


0 
READ. 


2 4 
IN CM. 


EVOLUTION —~> 


加熱 並 に 冷却 し た る も 
の な り 。 其 に も 拘ら ず 
綱 移 開始 温度 は 1177°C 
と な め て 曲線 1 エ の 夫 & と 
相 等 し く , 即 も ZEO 
Tia LEE (SPAR FE O SHES 
(LK O TISSRA EBME 
KAS’IDERNTHRE 
DEEN 

園 中 最 下 の 曲線 IV 
は 産地 の 異な る 標本 
(B) を以て 得 ら れ し る も 
DTA CA CL 
Pe 1179°C な る ぁ る 
BEB MIE 2 ULST Oo 

要する に 以上 の 結 時 
ee LA AE Bins 


OD Ty 3 ty i BIE Dts, 如 上 得 た る 4 つの PERE BI PLT 


1178C LHAKY 6 


- 
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en ah 2 2 Lope Re ee 


ZIKUA LAA (C) の 場合 に は , 第 二 園 曲線 エ に 於 て , 加熱 曲線 の 
1185°C は 天然 産 の も の と 大 差 な きも , 冷却 曲線 の 1160°C は 著しく 低く , 即 
% hysteresis range は 25°C ORS(ICH4A. FEOT PBinE t UT HAT 
ASS EIB IE § 1172C に 下 め , 天然 産 の 場合 より も 6C 低 し 。 

他 の 琉 酸 協 硫 物 重 上 曲 石 以外 の 硫酸 中 物 に つき て る も 同様 分 析 し て 定め た る 
同質 QA BARES, HALO & OD LIC ABUT 第 二 表 に 和 列記 せり 。 BE 
験 に 用 ひたる 試料 の 種類 は 炊 の 如く に し て , RHA と 硫酸 鉛 確 と の 天然 産 
の も の は 丁度 適切 な る 標本 手許 に 無 か め LB, 今回 は 人 工 結 曲 の み に 止 め 


た り 0。 
第 a 表 
| 加熱 曲線 に | 冷却 曲線 に | 皿 形 温度 |Grahmann 
於 ける も ゃ の | 於 ける も ゃ の (CHAODFY) Offi o7e 
| pce, (RH) 11820C | 17 | 117e°c +25°C 
| BaSOs | 1185» | 1160 » 1172 » +19 » 
SS A |° 1173» |- 1160” 1166» 1129 
PbSO4, 和信 工 物 879 » 877 » 878 » +26 » 
: 天然 産 1234 » 1228 » 1231 » te 37 on 
CaSO { Ri | 1234 » 1230 » 1232 » 438 » 
HE AAA ROAR © |e) 2 Ie 
my SM ay He hE 
SrSO4 Kahlbaum #4 oS [al thee IL 
PhSO, Merck 4 第 二 園 曲線 UL 
CaSO, Kahlbaum 5 lel the IV 
右 8S etRARPRAWNAEE 第 三 園 
Mary EMRE FRAG 


SrSO4 の hysteresis range は 比較 的 大 に し て 18°C な れ ど も ,PbSO4』 の 
夫 は 僅か ZC に 過ぎ ず , 叉 , Grahmann は 後者 PbSO4』 の 加熱 の 場合 , 900°C 
附近 よめ の 解 刻 作用 甚だ し く し て 視 験 困難 な り し 中 記し , mRuhmoRE 
温度 の 値 を 興 へ 居 ら ざる る も , MICS 第 二 園 曲線 TL ACG B » hn < WwelS 
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之 を 認め た め 。 ae 
次 に CaSOg (HS TIL, IMPLONE BEEBE (SIR EDIE A TAA 
FES 1284°C と な め て 全く 相 等 し く , MHOC BLOB VC, 重 
。 晶 石 の 場合 と 等 の て, 天然 産 及び 人 工 物 の 値 は BA ECARD BR 
ere Bo IMORREOW & TH 

に 掲げ た る は , LCE ER A 
MEA IBS TOtLORS 
が 何れ 近く 重石 浴 及 び 他 産地 


SS 
3S 
= 


© 
- 1000 OREO T 6 ERO bit 
2 OAS Re SEARS N Lo 
ea BE $id, HEA KG 
~ 
っ EMME to な る が dic, BHI 
EE: 600 
< JED BP HF ahARUL LAPT. 
patos WEI ALS &O sfc, KO 
tu MSZ < OBB AT o 
200 
JN HRRK HET 
é (a) 110°C に 始ま る 犬 な 
| ; | fy 
a 2 FT 
GALVA. READ. IN CM. (b) MROREIEAH 6 


<—ABSORPTION. EVOLUTION 


SH 180°C (isk D 
FAW 
Cc) #y 340°C (CHA Bh RK 
(d) 約 400°C (cH S BFW eo 
石室 の 比較 的 低温 に 於 ける BUIIAPEIS HIE ICS ©, 筆者 6 BCR AIIC 
も 旋 に 前 津 数 授 指導 の 下 に 熱 分 析 を 行 ひ , 550C 記 の 曲線 を 求め し 事 あり 。 
8 


~ 970020) wot ok Dy we KR BS 


PAK (a) 及び (b) (SFE IAR PEE AES 6 BOI UT, MP OME AOR 
WR BIALOEOo MOK KFABORK IS BRN TOR OM 
KFEOD MB HbR ECS (b) (AAS S NBME Hit ts O Lb, 
ARLHS T (SINR Ee L < SED IBS Ke SILO BME IIE WICBE S 
事 能 は ざり き 。 HEA, ARVO AKI gypsum, hemihydrate 
soluble anhydrite 及び anhydrite 774 4 OMEGA LBanvLs, iz 
si Livk, Jung, Ramsdell & Partridge OWE, 特に 其 の X 線 分 析 の 結果 
に 依 れ ば , hemihydrate (LAAN HEEB B HW LAC zeolitically に 水分 を 

得失 する も の に し て , Milli soluble anhydrite 2 AFF 4 4 ORILHOKDT 
を 和 橋 く 失 ひ た る 同一 結晶 構造 の も の (dehydrated hemihydrate) に 過ぎ ざ 
Dir, 此 の 雨 者 は 一 形 と BISON, MTIOTRESD X 線 的 構造 を 有 す 
る 4 は 形 に 非 ず が し て 3 形 あ る な り と いふ 結論 に 到達 し 居れ 0 め 。 勿論 之 れ は 比 
較 的 低温 部 に 限ら れ た る 議論 に し て , HELE BO 所 論 た る KR OS 
と き に は MRSA 所 な る べく , 要する に 結局 CaSO, に は dehydrated 
hemihydrate, anhydrite’ Uy 12831°C 以上 の 高温 贈 の 同質 3 BOREDE~ 
ら る ・ ゝ 事 と な る 。 

ROT (c) RU (d) な る 2 つの 熱 放 融 は 如何 な る 作用 に 起因 する も の 
な る か , AF OBFED SRW 2% IME S3 Eb, ZEORBUY BIE 2 HK OT 
500°C 以上 に 達する 時 は , HPFIS hemihydrate DAKKe*KET anhydrate の 
ARCS SEO SNS, 何れ 猫 ほ 研 完 績 行 の 上 選 等 に 就き て は KAAS 
を 更 め て 輝 ぶ る 所 あら ん と 欲す 。 

Grahmann OMBRBEC OLR 
Tals o> LAB IE Of & F—-ROD Grahmann fei & % HBL T ILO 


' 1) G. Link u. H. Jung. Zeit. anorg. Chem. 137, pp. 407~417. 1954. 
2) H. Jung, Zeit. anorg. Chem. 142, pp. 73~79. 1925. 
3) L. S. Ramsdell & E. P. Partridge. Am. Min. 14 pp. 59~74. 1929. 
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Hee KD HS AMF O 5 WIAD TK OGED Te BAIS BHI OT 
HOLM ZK KIS UT 12-~38°C (MU, fh 6 ROL OW BB CME Lo 
ROUT, RRM RD A OREIGES PUT EOD SCRATRS BIE, ME 
か ゝ る 差 を 生 ぜ し 主 な る 原因 を 推す る に , HORS BARRE ok O BEF 
PUERS ¢ RP ODEDABIKIINO fe SABA OUMECA SLED 
te 
に 依り て OC の 差 を 見 た り Fo KILI TABI ORS & OPAC I 
は 甲 肛 温 度 は 最低 な る に 差 は 最小 な ら ず し て 26°C の 大 な る 如き , 試料 の 純 、 
ESORM MKT AD GSS 2MILLDG Bo : 
He O 8 ® 
Eth BRB 2 ELS BE MB ICH Ba, Sr, Pb 及び Ca は 何れ も 2 


第 参 R At >~ EUTMEL, 
fie ea ae AB TE | PbeRaSs Tl F eR 
ja 素 | Goldschmidt; Pauling | 原子 量 | 
D Ke ig i | © at 5 ti 律 表 に 於 て 2nd group (2 )/B 
Be 0.34 0-31 O20) Aaa ‘ 
Mg 0-78 0-65 2432 | LAUDE PAA. 
Zn 0 83 0:74 65-38 
Ca 1.03 0-97 112.4L | BAO GR ICD 1 tv 
@ 1-06 0-99 4-07 : cae 
ite ao 110 | Soot 1 化合物 々 つく れる 
S 1-27 1-13 87-63 ae 
Pb 13g 1.31 207-20, 各 原 子 は 結 曲 格子 中 に 於 て 
42 1-35 137-37 sie 
Be a pie fh & O RAT BEDE Bie 


間 範 園 を 占有 する も の に し て , LOL EM oA tT > POKS © 順序 
に 2nd group BFS Ba 族 2 偵 元素 の 種類 CLOT Pb を 加 へ て ) を 
AOS AULB=H KOM Lo HALT » (CIBC SALAAM IC A SHCA 
6 OBAOA t PBI UT AU を 以 て 表し た る も の と す 。 


972 22.) BAK BK 


= = i 


近く イオ > 化合 物 の 結 唱 橋 造 に 開 す る Goldschm dt OBES ARA LIE, BE 
唱 構 造 か 決定 する も の は , 其 の 成分 原子 ( 或 は 原子 園 , {オン ) の 敷 の 比 , 
原子 の 大 さき の 比 , 及び 其 の 分 極性 に し て , 原子 量 は 全く 之 に 開 せ ず 。 OSE 
Ba 族 元素 化合 物 の 場合 , 1 4 - PROM AD dae se LAAT Oe UT, 
Fe SH OPIS MX AULA WIC TBA tT ye MORE LIRA 4 > XO 
筆 と の 比 を 烈 記 する 時 は 第 四 表 の 如 し (Se 及び Te 化合 物 の み に 就 き て )。 

之 等 の 化合 物 中 , MgTe DAZ wurzite (ZnS) type の 結晶 構造 を 造り 


第 us Es 他 は 弧 べ て rock salt 
化合 物 | saves | & 物 | イオ ォ ン 年 科 | (NaCl type の 構造 を 
BaSe | 0-75 | BaTe 0-68 AT, MoOKOBSA, 
SrSe 0-66 SrTe 0-69 
CaSe 0-56 CaTe 0-50 4A y PFEDICD 0.41 
MgSe 0-41 MeTe 0-37 
cd な る 限界 値 よ 9 大 な る 


DBs SDI O CHE EES EO LRM S So hear a — 
麻 複 雑 と な り て る も 同様 の 開 係 が 成立 し , HALPER OEIC AT 金 局 4 + 
VL AEEOK 3 OME IL 4 DNF lk, BaCOz (witherite),SrCO 』(Strontianite) 
CaCOz(aragonite) は aragonite type OAssA Hex, XZ CaCO (calcite), 
MgCO3 (magnesite) は calcite type の 結晶 構造 有 す 。 

Ba PRICK OGM IHS T&D s SRA OFAD Bib 6B » Pits 
る が , Basche u. Mark OWE MAIL EROM S AAASED BLA 6 る 。 

WORE RAS KL USER SOA DUO 3S HERO TVET な る 座間 格子 を 
構成 し , LH Taka, b 及び この 値 も 陽 4 + ~ PEOKS OF CMT 
る 規則 的 の 傾向 を と の み が 破 れる を 見 る 。 MOM ABS X 線 的 に BAA 
SLSR ASBLAT LOLS Gh, 14 7 - PICO 限界 値 も PRG 


1) V. M. Goldschmidt, Trans. Faraday Soc., 25, p. 253. 1929. 
2) W. Basche u. H. Mark, Zeit. f. Krist., 64, pp. 1~70, 1926. 
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物 の 場合 と 同様 此 の 遂に 存する な ら 5 ん か 。 BE, 今後 の 研究 に 侯 っ 万 多 し 。 
以上 は 常温 に 於 て 金属 陽 イ オン の 種類 を 置換 する 時 の 議論 な めし か) 炊 
に は 人 金属 イ ォ ン の 種類 は 毅 化 な くし て 唯 温度 を 上 昇 し 博 形 の 起 る 場合 に 


ee eee 矢 張 同様 の 開 係 を 推 才 
|| SS) | d= = ey > 

fe 合 物 enn | MP tm CHL A. し 得る に 非 ず や 8 即ち 
2 2 MRR ORB 4 + 
BaSO 4. vires 8-85 9-45 7-14 Y DRA RAED alee 
PbSO,. | vie | 846 | 5-38 | 6.95 fs LRSICAE BIBLE IC IA 
SrS04 vie | 831 | 534 | 684 a Be 
| Aine: 攻め の = 

GSOZD | i 6-20 6-94 6-97 Oe 


ieee (EU, Z 
MB DFILS * EOLGGHGS SUIT PH, ZIT LAE O BRRB 
RC OFA) SAN IE AT) BK SBE A PUA PRD 
BROMBE ILEUS 
終り に , IG EERO Bi SA 6 22, HOBIE 7s B URE, O Lihat 
(Bt UPR EOE 72 BT 0 


HEARSE SMBECMET 
mes: ml GE ii 
a oe a 河野 eS 
小 筆 原 父 島 の 大 部 分 を 構成 する 火山 岩 は , 主として RABI E BUR O 
な り , 稚 長石 を 鉄 く を 特徴 と す 。 此 顕微鏡 的 持 質 より Johannes Petersen 
(1891) は , ABN DARA (Boninite) と 命名 せる は 周知 の 所 な め 。 AHI 
RRR ¢ Ud, 憎 か に 盾 微 鏡 的 に は 一 特徴 な れ ど も , AB OSMO MAR 
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BLAH b ORNEAEAKD AT SHES TC, AAO flit OF 


合 の 特種 條 件 に よめ て , BEML UTS LMMORAME 2 見 る の み に 
て , MOM (STB L UTR S REY o 

PERE OA MIA Re EEL THE, 現在 見 る NERA MT SHS 
eed, Pa AA ze BS SBS SRIOP KR 形成 せら れ た る は 明か 
に し て , iP eB LUSH Oo WAIL AACE UT, 長 時 間 
放置 する 時 は 安定 な る MAIC BA & L, 叉 雨水 海水 の BROW DE 
化 に よめ て 容易 に 分 解 を 起す 。 小 笠原 岩 は 大 の 適 例 に し て , 地表 に は RE 
色 の Laterite 様 の 土壌 を 生 じ , WEE と し て は Heulandite を 産出 す 。 CRE 

本 岩 の 政 璃 質 部 分 の 分 解 物 及 び 基 再 結晶 物 な 。 

加 其 し て 岩石 の 石 基 は 分 解 崩壊 する を 以 て , 其 中 に SAS» 符 方 輝石 の 
結晶 は 自ら 有 内 離し て 海水 に 洗 は れ , 更に A ICHT bE られ 白砂 な ら ざ る 
線 砂 の 美鶴 を 晃 する に 至れ る な め り 。 こ れ 世 俗 の 呼ぶ eB: し て , UKE KF 
UA DIE HOH % fi 5 FEO & 

ED (STDS CRD (CBS BABES ZOD Eee MeSiOg 
CAKE) 及 FeSiOs (HRA BRA) & SEWAGE (Mg, Fe) SiO; OMA 
者 に し て , BIR EO NRSRAHA ® FeO の 含有 量 に て 三種 に 分 つ , 即ち 


0-5%FeO 5-15%FeO 152FeO OBE 
TAK ray pe wal SR BRIER A 


天然 に 産 す る 者 に は 頑 火 光石 に 全く FeO RBS SAKES, 必ず 少量 を 有 
So Masi & 50%FeO 以上 を 有する 者 は 未だ 胡 見 せら れ ざ る な り め 。 
小 党 原産 斜 方 新 石 は 古 銅 交 石 と し て 取扱 は れ 居 た め り 。 AMOI UTE 
_ 融 菊 池 障 士 の 形態 的 研究 (Journ. Science Coll. Imp. Univ. Il, 1899) と 
清水 鐵 吉 氏 の 化 賜 分 析 と あり め 。 了 此 分 析 の 結果 に ょ れ ば 大 角 本 確 物 の 古 銅 石 
た る 性 質 を 示す 者 な れ ど も , 精細 に 吟味 する 時 は FeO 及 MgO (HoH 


7 etna, di 


HR Mh x 975C25) 


SiO2 の 比例 に 応 て 策 々 不満 足 の 馴 あ る を 以 て 再 | 吟味 の 必要 を 感じ , 最近 党 
教室 に て 信者 の 一 人 (Y. K.) ¢ HIRE =D 2B に 分 本 を 施せ る 者 あ 

れ ば , MMT 前 分 析 の 鉄 を 補 は ん と 欲す 。 分 株 に 使用 せる RELISH 
者 の 一 人 (S. K.) OME LS BOO & 0 ULI MERE 24 LAME 
AMO 8 72 HK UTR Oo HOUSE K TDM し 。 


第 = a 
ar | II. 11D | Mol.prop. Til 

SiO. 55-96 55-50 55-73 0-929 55-04 
Al203 1-02 0-84 0-93 0-009 0-88 
Cr,O03 n.d. n.d n.d. 0-29 
FeoOs 0-63 0-67 0.65 RE Se ee ere 
FeO 9.26 | 933 | 9.30 i 0-137 9-40) 
MgO 31-23 31-20 31-22 0-781 32-65 
CaO 191 | 169 | 180 | 9.939 1-55 
Na,O | nd O21) OSS a ee 
K50 n.d. tr. tt See eoiliaeeee ces 
H,O 0-18 0-45 0-32 0-45 
TiO, tips n.d Fai 2s 
MnO 0-17 0-13 0-15 0-002 0-18 

100-36 | 100-02 | 100-23 100-44 


I wea 86 RE OO ! 
これ 等 の 分 析 の 結果 ょ り 本 確 物 の 成分 式 を 算出 すれ ば 
15FeSiO 3 - 85 MgSiOs 

UC TS FEEG PARR a 3&8 OZ Oo 

AWD AS BRO A (S- BK.) SHAD BAR GAAS ES AE feat 
控 集 せる 者 に つき , HUME LTE PERCU SEK. 

測定 に 使用 せる 結晶 は 母 岩 中 よめ 握り 出し た る 委 一 を , メ , CT SAGA 
に し て , LADS 29 Lid 直接 闘 係 を 有 せ ざる 者 な り 。 然 れ ど も & 

こ 記せ る が 如く , 本 岩 は 匠 蔽 質 に し て 其 区 品 た る 十 銅 新 石 は 結晶 初期 に 於 
て 比較 的 短 時 間 に 上 曲 出 せる 者 と BAG SS RUT, 化 捉 成 分 上 に Bed 
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り と する る も 大差 な か る べき を 信ずる 者 な め 。 

RUBIES LODE MAMEAKOM し 。 

a=1.6675, B=1.6727, 7=1.6778 

CHEOIAVHSBMTRUEZ FS OWET 9050 KO BM SHAE LIE 
- 負 の 中 間 に 位 す 。 

上 述 の 化 看 分 析 と 光 皿 性 と は 棄 往 に 於 て 他 の 産地 の 者 に 就き て 研究 せる 
者 と 比較 する に 可 な め 良き 一 致 を 見 る も の と 言 ふ べく , REE AMMA ls 
11~1522FeSiO。 を 含む 範 園内 に 於 て 諸 性 質 一 致す 。 


eM 


SRR OME BARE 3) 
mam Ie Bw HR BP 


Ht 1b. $8 1b. @ 3A 1b Sh we 
BUSS AEA GBT LAAT SLI S MK, 7 y Fe RAM LAS 
UL, それ ら の 化合 物 を 成す こと あり 。 
磁化 銀 太 Silver arsenide ore (SKMIC HA TALK Huntilite と し て 知 
ら る れ ど る も, その 産出 稀 に し て , ERA D EOS. その 組成 は ほ ヾ ゞ ASS 
As (2ST > AgaAs は Ag—As 一 成分 系 中 に 応 け る 暴 一 の 化合 物 に し て 
Friedrich, Leuroux 雨 氏 に 擦れ ば , その 少量 は Ag CARE UTR EH 
4x LAg 3 As を 528°C に 熱 す れ ば , その 完全 焼 融 に 先立つ て Ag (+AgsAs) 
OAH t, Ag—As OYA VERS LCP HES o 
RLSRIA Silve antimonide ore E72 KAICHU SHWE Dyscrassite 
EUTM 6, ARE BFS MACHEROMAR RUTH. SOM 


a a: a a a 777) 


成 概ね Ag sSb に 近けれ ども , 時 に 却 つ て AgeSb に 近 き も の も , 往々 この うぅ — 


ち に 加 へ ら る 。 然 れ ど も , Friedrich [ED Ag—Sb 一 成分 系 の 研究 に よれ ば は, 


MAOMICILKY—-MOkED AgsSb ある の み に し て , この 物質 は 融 虹 


560°, PHU HEIL HS TIRMIEM IE AC Ag の 中 に 固 溶 鐘 を 成 し , 前記 AgeSb 


DMS (StS し ろ AgsSb VIMAR ¢ LCR S Ag の 組成 に 外 な ら ず 。 但し - 


pera es 温度 の 低下 と 共に 潤 炊 AgsSb を その 中 より め 分 離す 。 彼 
の Schwartz 氏 が Cobalt 地方 産 銀 確 脈 中 よめ 控 集 せる 自然 銀 が , FEA Bask 
Ui CDyscrassite) の 境 葉 に 旨 ぬ か る ゝ は この 種 の 原因 に よる さだ し 。 


BPC Silver arsenide ore また 天然 に 於 て AHR Chilenite 
EUTHS tv & b, HC BOR UTHAB EAE DEES, その 組成 また 


AgeBi 乃至 AgwBi LBMLS, 加 ふ る に , Petrenko 氏 の Ag—Bi 一 成分 系 の 


TAFE (PRUE, HAA LAH Ze SERBIA RO ILO, その 間 に 全 く 化 合 - 


物 を 造ら ず , tv BiDRA THIN L UT Ag 中 に 含ま れ 得る を 以 て 
AgyBi DMN S (kU LA 2 OE EBS Lo 
nase vy te Bm 
Git & ABI, 臭素 , 決 素 と 化合 し , 水 に 溶け MS 物質 を 生ずる こ 
と 周知 の 如く , 天然 に 於 て も また 次 の 三 左 物 と し て 産出 す 。 
AgCl Cerargyrite fq $i 
AgBr Bromyrite SL ¢hwyig 
Ag I odyrite YR SRE 
この うち AgI は 同質 二 像 に し て , UTC 以上 に て は 等 還 旧 系, それ 以下 
に て は 六方 唱 素 に 局 す れ ど も ,AgCl 及び AgBr は 常に 等 還 旧 系 に し て , fat 
MZ 21S er 45UC 及び 422°C, 互 に 完全 な る 固 浴 角 を 成 し , AgCl: AgBr= 
35: 65 分 子 比 の 組成 に 於 て 極小 融 中 412°C に 下る 。 こ の 周 浴 和 骨 は 即ち 天然 


1) G. M. Schwartz, Am. Min. 13 (1928), 495. 


i 
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に 産 す る Embolite SUES UT, Burgess 氏 の Tonopah ff IC#8 0 4 
観察 に よれ ば , 酸化 帯 の 上 部 に て は AgCl, FRc Tk AgBr, その 中 間 に て 
Ag (Cl, Br) を 産 す 。 

Agl と AgBr また 完全 な る 周 深 鏡 あ な し , AgBr: Agl=25: 75 分 子 比 の 
MUSIC HD MA 877°C (2 Fav), Agl (HWM 552°C) と AgCl と は 寧 純 
1g BICAMBN RAR L, AgCl43 分 子 比 に て 共 融 時 211°C に 下る 。 

自然 銀 及 び 銀 合金 

SUS A TAGS BMPS WO BIB LAI ee L, 天然 の ま ゝ に て 産出 す 。 
これ 即ち 自然 銀 Native silver に し て , UBM D kisi HERO MEIN L, 
SCRE BO MEINE ROT ZA MET 2 LUC, BIC O NR APIS 
JEBEL 6 る 。 

HSE KE LLRORMS I THB KL, TD 中間 の も の を ェ エレ クト 
ラム (Electrum) ¢ FE 6 tr, BSCS MIM CIE x EN 

$RO) FBS SH CHIR % MAE £ UT 含み 得る こと は MOMS, この 
種 の 自然 銀 が 過度 の 低下 に ょ つて PERM THES tk, その 薄葉 に ょ つ 
て 規則 正しく 貢 ぬ ね か る 場合 ある こと また Schwaltz 氏 の 記せ る が 如 Lo 

銀 と 水銀 と の 合金 即ち アマ ル ガ ム (Ag, He) も AKA PRMOMKEL 
は 等 軸 唱 素 の 結晶 と し て 産出 す 。 但し この 合金 は , 金 アマ ャ ル ガ ム の 場合 と 
Rig), WIM A LET SOA TLRS, ML AM L BIR COTE eR 

し , 或 は 臣 化 銀 に 銅 と 水銀 と を 加 へ て 

2 AgCl+ Cu+22Hg=2(Ag,wHg) +CuCl, 
な 2 Bile ke 3 しめ , ILMB O AVA WE ABR NT Ze BS Loh L 
Reinders 氏 に よれ ば , この 最後 の 方 法 に て 得 ら る ゝ Amalgam tree は 常に 


1) J. A. Burgess, Econ. Geol. 6 (1911), 18. 
2) H. C. Cooke, Jour. Geol. 21, (1918), 17. 
3) W. Reinders, Zeits, phys. Chem. 54. (1906), 616. 
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Hg4Ags な る 組成 を 有 し , ASNOs 過剰 の 場合 に の みる Hg。Aga に 相 常 する 
を 知り, Ogg 民 ま た 余分 の Hg と 共存 し 得る アマ ャ ル が か ム の 智 品 を Headey 
な る 化合 物 と 認め , 同氏 並 に Macy 氏 , Ramsay 氏 等 は HHgAg な る 化合 物 こ 
の 存在 を も 暗示 すべ き 資 料 を 提供 せめ 。 
更に Tamman, Stassfurth 雨 氏 る , 銀 は 約 18 % まで の 水銀 を 同 溶 較 と し 
て 含み 得 べ きも, それ 以上 の 水銀 は HgaAgs KALE, ME LI 
RATS SEER Yo LIC KIM, 水銀 は 少く と も この 割合 まで 自然 
SRS BNA LT 含ま れ 得 べく , か ゝ る も の を 腐 す れ ば BBE L 
去る べし 。 GK) 


AHREARBRUAB HR RK 
mam AF 纏 城 


BAICKRTSZBRBLEO ER 

AF BBTFO FINS EIS AMET AIC HO, EL UCIEE BEE 
Wg ALATA 6 22, JEDRWELE AE 6 SUH A O MRA L, 明治 元 年 に は 
5 高圧 内 外 の 輸入 を 見 た め 。 然 れ ど る も 内 地 に 於 ける 産出 は 殆 ん ど 知 られ すず , . 
D> CBT SB» (CED Lid, 明治 24 年 島根 刺 週 摩 郡 大 屋 村 に て 探 亡 せ し 
以来 の こと な り の 。 堂 時 は 僅 に 区 品 と し て 販 喜 せら れ た る に 過ぎ すず , ER 彼 
“IO Lb Kur CH 30 lad BARE ABR REACT, 同 35 SF ERR 
WEED As BEA} LOU ERR AEB ETE IS CERI AY & UCHR 
tis LAER 2 IL ICO RIE’ BAOMBLREDS U OITA 6 
ric LRRLEE S, CEMAB EG SO UD, M40 年 前 後 より セメント 
BELL LCAREIC OBI S B » (CRORE 1B S tr, RI, HIS, ER, 


1) A. Ogg. Zeits. phys. Chem. 27, (1898), 301. 


980030) BAK hy RK SB 
第 — 表 
POR | Bk PH OR | HR OR | We GK | ith Be 
<p BURCH) 1,645-000 4-800 | 355-552 | 1,920-000 
come “Fler pc a 47.325 480 22-229 153-600 
EEO Hy Se 1,497-240 | seenes 91-050 | 1,207:328 
a Oa ere 120-999 | savers 21.050 83 004 
Sree alee ate 983-000 7-980 | 339-040 | 1,866-224 
a: Gee eee 39-575 303 21-190 83-330 
ae BFR) …… 1,336-019 27-000 38-560 | 28,650-000 
Ra a) ae ua 33-400 999| 27-160) 106-100 
昭和 元 年 数 量 | 363:356 1,190-786 27-000 | 248-000 | 31,351-776 
Ju Flee = BRI 10-901] 31-197 945 15-500 | 243-794 
wy fu — 4p (BK 。 量 L246:860| 1,209-485 27-000 | 400-000 | 3,108-208 
Bet PSHE Re! 83-54} Lo 31-409 945 37-500 104-735 
Wa fu =z 4p (BK 量 lL460:802| 1,581-924 30-000 | 396-800 | 1,944-000 
— "Vee «-FR} 86-520) =. 37-439 1-050 | 370-200 48-960 
1 和 py ap) 量 |2,036.070| 599-601 373-324 | 9,046.459 | “23:370.000 
~~" #e|-- 50-902) 20-094 8.822 | 302-209 61-550 
: 18 。 量 | 992-924) 485-799 | 346-070 | 693.332 | 1,925-200 
H 
TAF al 295121| 6014| 7870 | 38 628 38.568 
Ai Si BR Bee | we th & at 
en Bos CH) 80-000 10,401-278 |= 3500) 14,410-12 
FET — orig Ia) 3-200 581-284 3 808-146 
ee ay tse 100-000 6,313-373 | 1-000} 9,139-991 
KET Fle pg 5-000 611-833 10| 841-899 
a ag | 量 136.380 8A58:812 wens 11,491-436 
FAT Sl 格 7.272 ADS-A1S 5" 9 eens 610-088 
e+e = 767-304 | 10,176-064 | «sane 41,394-947 
ETI Hl 43-684 447,958 | setees 1,613-951 
Wh il St ap fk 量 | 965-739 59,916-960 | 兵庫 900:000| 94,963-617 
“—K 60-842 344.638 7-200 715-017 
1 a — s(2e 量 | 1,140-679 | 12,010-664 新潟 990:000| 20,132-896 
ae: ree 格 179-848 494.138 63-720 845-829 
昭和 三 必 数量 | 1581.960 | 11,273,258 | 奈良 2050| 18,270.794 
偵 格 79.368 476-584 61 717-182 
昭和 : 戦 FE) 3,561:330 8,590,.200 2.050| 22,279.034 
nis tf 格 93.091 290.461 4] 827-170 
Wa geek BET 4,380-285 5-894,984 sees | 14,719-194 
Be Ti. “leg 格 104-474 L452 ese 366.420 


Hy Op) BF BE OV FET BASE 


の 産出 を 見 た り o) 


AGS), 昭和 4 年 に は 14.195 Shug 


ears 


dt; 4 
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49 0 
= 額 
現時 最も 多量 の 石 党 を 産 す る は 島根 牙 に し て 石川 , 窟 島 , 秋田 , 山形 , 岩手 


Oat RZ VIA 8, AES OSE BRO) 産 額 は 時 に 著 し き BAO. MAIC 


務 統 計 表 並 に 商工 統計 表 に より, 大正 11 HUROKRALPERWNCREES © 


—FOM Lo 
me 出 及 im A 


AFIS TA OFA e PANGS 4 (SEU S LN < WVAMERTD ATIC OO 


TAMPIL ATE AH LO AGREES 5 OS, ESRI K O Ae DS, 1) 


Be EORA BS O BIC UT MR KIS IL CHI LL 年 に は 60 BER IS 


HOT Oo GRP WORE D BE OUEIIO (ih) 2 Te & © D8 380 年 に は 136 


BT IGEYO 。 之 よめ の 先 き 明 治 eS ae 

24 ATER O EO [ka 
46, MAWHOAI Tht sie AS 
WMS 2ABES, Hotton | a ‘ks Bs i 70 
eemeomxs oii m (|B TE) Behr | sess 
ABomxemoweeuo, |B ETE) ee on 
AA LEIS STB BITORA | nae | 2727362 | 28083 
Peso Ree | T0000 een 
Pee O CH ArAN REE ores | coneaee 

EERO RARER, | ETE | eases | 384988 

eM mete Lo | MAAK mamma | kas 
と し , MICK, PAA, 7 | oe ans i eee 


フリ カ 及 び メキ シコ よめ の の 浴 


a 
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入る も 最近 に 於 て 著しく 増加 せめ 0。 即ち 昭和 三 年 の 統計 に 就 い て 見 る に 生 石 

ZO) MR AAA 31 093.527 Jp, 383.972 Arp 77H EO MA せる も の は 
8,199.784 庁 , 99.310 [ANC UTH— fc Oo FFAKAID 6,436.672 Fr 76,048 
IB, * + 2 2 O 5,098.948 FF, 44,528 Bl, EKA SEM] D 5,080.803 Fr, 41,41918) 
ZIUC Hi SHED 4,176.353 Fr, 48-700 Al, IFO 2.117.783 FF, 68.190 [Al & 
D BRIA TISHOT 上 位 あ る に ある は 注意 すべ く , LEC AE 
TSO ATSIC HS T & ABR A Bi 914.606 Fr, 47.719 園 中 北米 合 衆 園 よ り 輪 入 
せる も の は 166.403 Fr, 19-8534 = LC BH LO の 輸入 額 729.531 Fr 28.283 
園 に 炊い で 第 二 位 に あめ 。 

TRO CT BESO He KOR Ze BLS, 輸出 額 の 始め て PAG AE RIK 表示 せら 
ね れ た る は 明治 4 も 年 の 1717 BNO UT, WEE OD ERRSRKES Fle 
13.940 園 に 増加 DEITIES 14.228 園 に 達し た る も , BIER TIS 
_ 輸出 を 見 ず 。 

用 逢 及 市 條 

AFREO AES MMS a ORL et Cine AA 38 2% AIO & O eae 
通 と す 。 従 つ て 其 用 途 も 殆ど セメント 原料 用 に 限ら れ た る 観 あ 9, 他方 
面 に 用 ひら る ゝ も の は ギ デ プス, 其他 を 併 す る も 10 に 達せ ざる も の ゝ 如 し 。 
HbFfAe +A > REL UHH S 4. ABO RHE LE A OE 
ざる も , 本邦 に て 製造 さる ゝ & Av b (SN 3~3.5 用 ORB LARY 

第 = 表 


RR Nd ies ee 


veg 
KET 95.232 | 9.359 i 104.591" 79.966 | 76-45 
昭和 元 年 | 111.070 | pee es 106-683 94-21 
同 = ap | 107-020 | 15-199 | ae 114-950 | 94.05 


※ 本 表 に 示せ る 産 額 は 各 産 地 別 に 調査 そる 結果 を 累計 せる も の に 
し て 商工 統計 に ょ る も の より 徐 多 し 。 


ft 
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OTHED e 4 > BLE & OARS IK LU, ZR CRO BHR 
|) の 弧 消 費 高 と 比較 せ ば 第 三 表 の 如 し 。 


右 営 は 品質 の 如何 に よ つ て 著しく 市 信 に 高低 みり 。 監 料 美術 用 等 に 用 ひ 
ら る ヽ ゝ も の は 最も 高く ) セメント 混和 料 と し て 使用 さる ゝ も の ゝ 如く 多量 
の 不純 物 を 混 ふ る も の は 偵 至 床 な り 。 即 ら 本 年 4 月 に 廊 け る セメント 用 右 
TS (LIRR HAE 38 96 Te SASFSPEIS CT 1m 8 (B) 70 BB, メキ ショ ュ 産 CRBS 
ATAE 4626) 1218] SOBRE BIL BL, MA LABOMA 38 ICRU BEE 
(EFAS 1 Mi 18 園 958%, ALFA OES 1 MSO BI9TEE ze O 5 TH UC, KBE 
PCB SIRS 5 He 1 Mii 20 園 , SK IMAETAT 50 園 な り と 。 

BEMARRE SD i 

赴 等 本 邦 に 産 す る 石 湿 の 一 部 は 火山 噴気 孔 に 産 し , 噴気 孔 よ の 噴出 する 
MBI O 岩石 中 の 石原 と 化合 し て 石 湯 を 結晶 と た る も の に し て , 例 へ 
ば 北海 道 渡 島 國 恵山 の 南東 腹 に ある MRO 75 } EO IRA Tk, 噴気 
REP 結 曲 質 の 集合 骨 よ りな る HOH WL, ST ee 
ト 原 料 と し て 探 掘 さ れ た る こと ある も , 此 種 の 確 床 に は 大 な る も の な く , 上 
CO) BEL OBER eb に し て は , KP RAIS TT REE S FAL A SS BORG 
する の みな の め 。 HUTHOO ASA 石英 粗 面 岩 若く は 安山岩 CE 
ひ , 第 三 紀 の 各種 の 岩 居 中 に 或 は 塊状 を な し , BIS AK 2 を な し , HEA RD 


床 に 伴 つ て 産 す る もの に し て , 本 邦 に 於 ける 重要 な る FEO 資源 た る の る 


な ら ず 。 未 だ 多く 海外 に 類例 を 見 ぎる 本 邦 特 自 の 確 床 な 0。 
REO BUKO Die HRT OIA, 秋田 , 宮城 , WWE, ES ER 


IAG & EIU CPICIE BABI REE L, BIC HOT, 東 に 於 て 


(LF BUDO ARIES SISO ABICHS hr, ICH TSA ARN, BRIE 
表 登 生島 及び 島根 牙 下 に 見 ら る ヽ ゝ も 南北 日 本 と も に 其 外 商 に は 全然 その 産 」 


出 を 知ら れず , EOC MAOMe AS BLAU CAO, 伊豆 生島 に 共 の 小 


984(34) HAR HH RK S 


75 APO GSS DATED o 
信 是 等 FRG A RAS BES 6 AO HE t LT AIG Ss BOs 中, E 
BED bE DURES MERON Lo 


C1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
1) 
(8) 
(10) 


Ae YAS AR SS BI ER HERES ON FR SEBEL 

同 Bea Aa ARE os BE IU CHA BRR ) 

Fe) (BNE HAG He) Sag AT dB ET CAS FSD 

#5 PRIOR _EAG ARG YE SRE AK o 

FRA RAMEN ECA A Bike AY bo AIS HD 

同 同 郡 湯田 村 甲 子 。 

秋田 牙 距 角 郡 小坂 町 小坂 鐘 出 (藤田 鏡 業 う 

同 同 郡 七 瀧 村 銀山 , 十 和田 鐘 山 CO) HRA RE 
同 同 NG Pr NY ey Ly CHS FAB Sak) 


C1) AGAR FUR ER APE 

(2) fo 同 AHN CRRA, KAM, kA) 

C13) fl) RR TET ZEEE 

C14) 同 LARA A AKER ¢ C15) PREP ARIK 2 宮村 
(16) “SoROA WEAR ES CE PD 

(17) 同 NU ARE CAR ETD 

C18) WIRE IONT aT 19) HERA EARS AT 

Q0) 同 REBT CIE, ERMA) 

C21) fa BAUR REIN CA A 

(22) 同 Abe ANA ROAR (23) eB RILeTER KAAS 
(24) 同 = HAHA C25) is SA REAL eT 

(26) FSG =U Ee (27) UFR ARPT ee 
(28) WFR By A CORE (29) Waa a= 


C30) BPRS Dg AR HET 
GL AURA WNC Aig 8, AD 


(32) 
(33) 
(34) 
(85) 


RR CARIN CME, MAAR, AWARD 

同 同 ARAGREAP ASIC AROSE, RTT EP AER, QB th AED 
同 RAHI RACH A472) 7 

同 ERA AIRMAIL, ADA, AD 


G6) i MEN BAMA ADAARD 
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ee 


DL) LOG EP AF BET PO & Ole ERR, PRASRDR EH, ARI 
SE RMN, URS SPR, HER AY, HO SIGH, BREIL, 
CARER EIR, BOR, 久利 村 及 び 大 屋 村 等 の 敷 ヶ 所 に 過ぎ ず 。 

ARMM EI OW 

火山 噴 握 孔 に 産 す る 石 規 路 床 は 其 例 に 逐 し く 上 且つ 何れ も 小 規模 な る を 以 
つて 皿 く 赴く 時 は , APOA MMR S— b OT ARMAS 6k aU 
IPO SER ORRA RSS DIMI S 4 LORLe 

REO AA Dk} BB Ke SIREN LUC RMR GR MO = CIE 
(DISC ORK Sie Hts ADA GT, REIKO IAA & SBA 
MANCHEST SS OO. HBL 石 理 の 粗 密 , BLO IVER OK 
CHE OT FR EMROBB A 5 &, VERE TY EVER ERIS LU IRATE Bb 
の を 最も 普通 と す 。 然 れ ど も 粗 粒 な る も の は MHRME KO, 他 種 の 岩 
IRIE D SOS AGERE ¢ 760, BEE UL < ARERR SD 4 Old 
RRA H £700, RO CHLAO LOM AAC BBS. MT ABRE* 
BRM LGW KOT YN, KE LESOW PRE L, 石英 粗 
面 岩 及 安山岩 の 活動 と 殆 ん ど 期 を 同 ふ する も の な る を 知る に 難 か ら ず 。 

WERE She LER, LORI BERR OSS 
(SEC AB BR HI IS BY SS b, 或 は 凝灰岩 と 互層 し , Bec 
REMOTE AW ABEACIE O F Bb HEL LRM 4 JRO Hee & We te B 
BMRA 0 ILBULEMY 4 8 Dik DBE RAMABS RS 4 b, 新鮮 な る 
も DISA R GEIS L CINEMA eT SHAE To | 

BO KNEE WOT, BILE & U-CREE L, aelhiey £ L-Ci@ie eo 
KEP, ALA CBS Sb OS 6 (SEB, HS (SURAT 
AEEPCREREERERIS BROMBL AL, AEM LLTSE LO 
5p a2 bp & ts}, WECIERA, BREORE LMS LACIE d SS b 
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の あり 。 其 何れ た る を 問 は ず 。, E*ARAOMAIEBAC EO, 通常 の 石英 


Hi tS Ok OB RAREA MMM CATT < SIM LTS EOFs 
Lo AAR UCHBEEL, RELA ES SPILL, fable BS 
BsOSHBRAKRE OMS EO LM MAAK ST 6 

Ree ysis Z 6 RT, Te BORIC UC WIRE A HE 
成分 と し , WIS LORIE %4E U CHORALE L, HORAOW ERATE 
USRBUST LMG. 

APH & 容 山 岩 と の 噴出 順序 は 一 板 に 定め 難く , 一 部 に て は 石英 粗 
VAS AAU ICI b CHB SD DMS & HOM TSO CII L 
ZEW OME ICKY CHIH OM FS DL DO 

& 4 © fh + 1b fF 

ERROR EG (2 SIRO INSECT (SSE L 8 BEE 2e EU BPE L 
き 粘 土 に 化す る を 以 つ て 人 普通 と す 。 

粘土 化 作用 に て 先 づ BMS Sb の は 長石 に し て , JE REBUT 


IROGHEEL & OS ARN ZS SIAM BME ST. 折 る 絹 雲 母 化 作 用 は 一 方 


CAST SF DS EMILE 2 TPO, RIC 石英 粗 面 岩 若 く は 其 附近 に て は 除 微 
HPA OA RIC KOT BRS Os 0 LBWEDSS4S 8, ABVKO 四 園 に て 
は 却 つ て 高 陵 土 を 伴 ひ , 地表 附近 に て は 全く AE BREESE KOOKS 
ECGS. MONE OVROM LCL als BOARS 
すず , 基 一 部 は Bk OJ ERIS EAT ICES do, PE SRK, 延長 敷 十 米 に 達する こ 
と あり 。 愉 も 前 記 の 岩 右 堆 積 中 に 浩和 土居 と し て 水族 に 沈 積 せる が 如き 感 を 
RAD, ZLSRAROMLDWD CHRAOME ALR OAKES, 
叉 石英 粗 面 岩 , Za OAM IC & BES Ok, BRORGL & MES & 
OB LK StLDKANLo 

BADR O JES Ik, 以上 の 外 , RRRIR E 7e 52 LEB ERO HB OR 2 
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HB B—MVNA SBLLRT Sl LO. BIB LORPEC Breit 
Pseudophyte 7% 4 (ARI CHL 3 tuk SHAM se ARIES Ste 
Boo VEE ASE ISAAC SOC A ESTE L, ARIS SO TIBYE L, SUED 
BUGIS BIRGER S , ACRE 7h BPEL BMS 5 
古 等 の 痴 土 化 作 用 は , 岩 種 の 相違 に ょ つて 難易 ある は 勿論 に し て , 水 成 岩 

こ て は 民族 岩 は 頁岩 より も BACALL, 火成岩 に て は ABA | 3 
At k OGLE S Sr LB Lo Mir Fb -AMLELS Ol BOT 
2A OMME & OMLOUBCBR2 BU 6 LIRA ERIE O 0 

第 表 右 沼 確 床 に 件 ふ 
a eau lees V | Reb (a, BRE & 


SiO, 69-32 65-17 54-72 54-40 53-60 UTS Ls 
OK Ss 44 
Al,O3 | 12-74 15-83 16-16 21:35 25-46 DBL tA 


CaO 1-21 3-40 3-48 5-47 4.10 kOMUKS L% 
MgO 7-01 2-60 4-13 3.07 2-95 
Feo0,| 3-43 3-13 4.99 2-46 1-51 Ma LSRICERO 
JBI) = 2-42 7-53 9-04 9-12 7.69 
GREE eT 
合計 | 9613 | 97-66 | 92:52 | 95-87 | 95:31 
ts, WAGES 
fh — Si ele at 
( 但 NagO 及び K20 OF He BMT) RRB > BAS DR 


ORM BRE BRU tiv & 0 SKC PRE SLAP BMRISF 
四 表 に 示す が 如 し 。 

_ 信 此 表 に 於 ける 各 分 析 結 果 に て Al20』 KSB LIEGE LD THOMA OW 

滅 を 示せ ば 第 五 表 の 如く 理 酸 苦 凸 及び 酸化 鐵 は 灯 土 化 作用 に ょ つて 著しく 

減少 する に 反し , BREO KARE LAO BINT SRS. BRE LO 
COR LACE INCRE L TRE OMA DWE OM OILS LRAT BES 
6 WE CIEE L CHORE ORS DAW ST SISIERT SS RAE Oo 


L) Reet —. [ASIC HPS. Psendophyte Fit: 1h AB BRS 5 4 4 HAA 5 年 。 
2) RSA CERT QP 7 EMTS OL ROR LE eee 38 AAR A 2 年 。 
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ES bit 表 上 i 逃 の 閣 土 を 題 


I mm v 往 鏡 下 に 松 す る に 


SiO» 69.32 | 5245 | 4314 | 3280 | 3682 | Abe Cikhka 


| 
Al203| 12:74 | 12:74 | 1274 | 12-74 | 12.74 é ame 
CaO 121 | 274 | 275 | 330 | 206 | に 比 し 多量 の 方 解 


MgO 701 | 209 | 327.| 185 | 148 . “ 
Fe,O3| 3-43 2.52 3-93 1-48 0-95 Be GA, HOE 


Key AR et 2-42 6-06 7-13 5-50 3°75 A ty WG O MNRAS 
THO 64, RS 
BSBURIS BBA MPIC TSO HER, 是 に 反し て 多少 の 
BBRBRO, BRELKICRUEOSBRBL ES -KIZRKO, 

Bet Ro lie BLE & OMY HEL 
I I III IV に 於 て も 赴 と 同一 の 闘 係 
SiO。 51-84 | 41-64 30.37 21-47 HO, BRIA BOE 
ee sas | sar 4 Beaa| CRO mee た る 頁岩 と と よ 


MgO 129 | 168 | 1.22 |— 007 ‘ ; 


fyBo| 7-22 | 10-85 GL ae 0-59 せる 結果 果 は 第 六 表 の 如く 
| | 88-98 | 9437 | 68.82 - 
(分 析 者 上 床 國 夫 氏 ) £E 
lithe, Uist. uli Al20s & AER 


Le SHEBLA 100 RICWMS Sib oO RR PR RO EOD wl 
IV は FRAME IK Cth L RAO Bp t ARROW Rist D 3 


& 3+ | 96-13 | 78-60 | 72-97 | 57-97 | 47-89 


加 と を 示せ り 。 

匠 の 如く 石碑 分 の 増加 する こと は 晋 通 の 粘 士 化 作 用 に 多く 見 ざる 慮 に し 
T, ABURKO MA Bis S LIER BRA BE MAALOLS AN 
Lo 


2) 木 F i, Ike 7 Fa 成 回 」 we 330 HERKIE 10 年 。 


2156, Tremolite HOKIXRET Pos- 
njak, E., Bowen, N. L. 

HEAR Tremotite rs 2K 3 HK re WO 
IAPR 7c U PIC LCRA OLB 
ざり き 。 HEE Tremoiteo hk K. 
ND XBT ACH ED AGA BENT FEO 
結果 , Tremolite 中 の 水 は HoCagMg;(Si 
O3)s な る 化 則 式 の 要求 する 2.222 は 結 


上 品 水 な れ ど も, 夫 以 上 の 水 は 吸着 水 に し ・ 


CHIC ER LD CHIC MS 3 & SH Y 
EF KORE s 900°C に て 起り Pyroxen 
と Silica と に 分 離す , 即 ち 

H。Ca,Mgs; (Si03)g —?2CaSiOs. 

5MgSiO 3 -+SiO 2 +H20 
と くに 生 ぜ る Pyroxene は diopside— 
Clinoenstatite 系 の % も の に て , 常温 に も ゃ た 
ら す る 分 解せ ず 。 CAmer. J. Sci. 22, 
203, 1931) Ce ht 
9157, 乾 溶 液 よ り の Mg- 角 関 石 に 開 す 
る jE Bowen, N. L., Posnjak, E. 

MgSiOg; の 角 肉 石 型 な る も ゃ の を XP 
末法 に 依り 研究 し , ABS FARA hn 
何 な る も の に 類似 を ず , AT Forsterite 
DEHICIEL ( MBE Se EFM YV, 
= OHRL VHA MgSiOg © $4 RIA 
な る も の は Forsterite (MggSiO;) & HeR4 
の Submicroscopic の 共生 に 外 な ら ざ る る も 
の に し て fibrous aggregate OM ppAasz 
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また を ま HHA の anthophyllite Fi) の 
MgO-end member な る Kupfferite と 良く 
一 致す る に 過ぎ ざ ざ る を 知れ り 。 此 の 物質 
DANA SDF LORAIN 
右 は Dry melt より 生じ 得 と 信 ぜ られ た る 
譜 明 を 排除 せり , > CHAO hydrons 
character DEVE te BIC LDR ARE 
Y ESKER OBR ( tei, (Am. J. 
Sci. 22, 193~202, 1931) CyafeF) 
2158, FARRSAIROIKE COMAE OME 
Kalb, G. 

TRAE & Y Fl-c, PRES ME it 2h IC 
分 か た る 。 a) 早期 成 生 物 , C1113,C111) 
及び C110) OB L, Hit BBE, 
PAL ic fk, 黄 , 或 は 無色 。 b) 晩期 成 生物 , 
12 面体 , 通常 光 澤 あり , eis Hk Bo HIE 
vicinal face O'S iA RUA DS V6 CZ. 
X, 76, 386~395, 1931.) Ces) 

2159, AAEM RRPORALBSA 
今泉 善夫 。 

BEE, Tol, 太良 , 細 倉 等 の Aaigeak 
及び 花岡 産 , FARE & PR 叉 は IKI 
mL, CL) TR (2) FR EV 硫化 水 
HICK THB SRO, (3) アン モ ェ = ェ ャ 水 
に て 沈 淫 そる も の 等 を 乾燥 し て 弧 光 え ペ 
クト ラム に て 検 し , NRO RE THE Vo 


De CR 

Ser PVA Si 
eke) ++ | ++ + 
Se lleets ce fe 
Xk #& se ae コピ 
an 倉 0 十 十 十 
se 田 Saisie wis Va ts 
Ee Md ale SE pacino 
i Bi) …… + + 


29040) pb 


4 


$k 
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C 北 光 , 31, 7~10, 昭 GDC PERE AS) 
2160, SiktMSRERSAwtHy Bianchite. 
Andreatta, C. 

AK BH SSR, WERE L と ゃ に HEE BE 
ACHEIC 出 づ る SRAM TRIC LT, «= 
1-465, B—=1-494, y=1-495, 2V—10°, #4 
ME v FeZno(SO4)3 - 18H20 に 一 致し , 
KARA RBIS IE H2O (£21 
分 子 に 増し , HMSC RAE PIC CLAS F IK 
WF 9 

FeSO4 -7H20+2(ZnSO, -7 HzO) の 
周 和 次 体 ま た 組成 FeZnyg (SO4)3 21He O 
に 一 致す れ ど a=1-471, B=1-479, y= 
1.487, 2V=78°48’ に て と れ と 異な る を 
知る 。 CAtti R. Accad. Lincei, Cl. Sci. 
fis. mat. nat. Roma, IV. 6, 760~769, 
1930) (YESS) 

2161, AA Y VIRBRBORA & 
Kastner, F. K., Mayer, F. K. 

長石 より AFI YORE RAM O 
KB BAS SKIKE AIK rt bv Ie 
Sd, PMR LE UCld Schwarz oF ON ¢ 
KORA RAR LKB ~ OAR 
老 べ ざる べから ず 。Kieselsiure に は 分 子 


HIYA L tee B a-Kieselsaure 2 BAIRD 


g-Kieselsiiure Dib Vo 長石 分 解 物 た 
SRL E MIC & UIE ROR 
AYR ICL, 買 荷電 を ADS HIS 
SF AMETA ICTR 0 FET RAE nia te 
的 に 単純 な る も ゃ の に 非 ず し て 複雑 な る 混 


合 物 を 形成 すべ し 。 中 見 解 に よれ ば ヵ ゎ そ 


YY OPAL Lit BH, SL 
義 に 用 ひら る ぇ 
Montmorillonite, 


Steinmark 


SIM BU 著者 は 


Nacrite, 


Rochlitzer Berg 産 Steinmark % X $A) 
KHZ L, < OM Pits 5 XS BHM Y oD 
カオ リン , Nacrite, afi Montmorillonite 
ORF HERE FELL, Ea RIS 路 一 
Fe) 9 RIC HATE OMRIC SY CE 
AV RNID MIC X Ho WH eR 
て 研究 すべ き な り と 述べ た り 。CChem. d. 
Erde, 6, 269~274, 1931) GHAS) 
2162, セル ヴ 4AVEVT RUM FET 
ARH 2193 ZEAE 0 
2163, BRALOMEIESHER GEN 
oh) REMEALO X 線 研 究 < 第 一 報 ) 山本 
研一 。 

従来 酸性 折 主 の X 線 的 研究 の 結果 は 
自 土 の 全部 分 を 結晶 質 な り と 孝 へ た り , 
筆者 は 各地 産 自 土 , 陶土, Hi EA as 
白土 に 開 係 あり と 考 ふ る SHOR, FB 
土 , RU OB RY OPK X HUMP Re 
撮り , LK ALOT A vw Y se, Ae eH IC 
LSbOOX MMF RE 得 て , LTO 
土 に は 同一 の 結 品物 質 を 含有 すれ どる も , 
その 全部 が と の 物質 の みよ りな る も の に 
あら ず し て , 結晶 性 の HR Tr say vw 
AF ih ABE UMS. Akt ws 
RIMES BRA 及び 凝灰岩 
の 分 解 物 中 に 存在 する 物質 より る 得 ら 
bo CRAM LB ~bHheSn a 4H 
ィ イト る ゃ 本 研究 の 結果 , 結 品 質 な る と と を 
知り , FRERAA YS 結晶 性 自主 に 類する 
WHT REAT SH RALS WMS HE 
900°Cic CD L ¢ MEL, 1200°C に て は 
BR COMMR EL BME & Ca, th, 34,” 
680~698, 1931 う (高根 ) 
2164, 結晶 極 の 過 和 熱 と 融解 Bloch, R. 


2 


Brings. Th. 

燈 液 中 に て は , RHIC Ud, ょ り 不 安 
ie SR MBA SMALE VY LAX 
間 生 存 Lito © DAEO LEAR OUR & AI 
現象 と し て 考察 せり 。 大 な る , DUR 
Ee Si HS PERT ICC RIC LTS 
も , 小 結晶 の 破壊 そら れ ざ る KHL AD 
す に は activation OMY B+ Ho cH 
APE LAL 7 So PRE AN O ALTE 
De ke Re BIC H10% te V 9 CZ. physk. 
Chem. B. 12, 415~426, 1931) Cye28337) 
2165, ROBES BREY NSH 
、 合 の 一 例 Giltay. E. 

NasSiF。 の 小結 品 は NaCl 及 び NH4F 
を 含め る 母 液 中 に た て, その 液 よ りゃ も 小 な 
} RAB & ae VQ (Chem. Weekblad. 
28, 395, 1931 う (渡邊 新 〕 

2166. Glycerol の 結 品 速度 及び 結 唱 桜 
の 数 Tammann. G. Jenkel. E. 

4G IH REIE —3.5°C (CCK, HE 
DBE —-61°C WO CHK TY o HE ARE 
の 測定 に は dilatometer を 使用 を り 。 
(Z. anorg. allgem. Chem. 193, 79-~80, 
1930.) Ques) 

2167, Vitrain. Durain 及び 其 成 分 の 
X 線 的 研究 «ANH 2201 及 2202 BAR 0 


BASRA 


2168, BikmBO MEI + SRSBOK 
FARA® «Reed J. C.; Gilluly J. 

HORA v ay} Blue Mountains 4% 3% 
る 第 三 紀 前 の 岩石 の 大 部 分 
CHEM a F4 NAR AKA, rete 
ABE Ai ABU Trondhjemites k Y 


JEG Ic Ly, 
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成る 。 EKO WERE A 
IS ABER O AMI EAIIC £ YU CAE SS 


DOWN &, COWMREO FARK VY 見 る 時 


(LBA DE LEMIOBEAIC KE SB. 


DLEhbdo FKRALBRAKSESL 


AMO MROBMEIC kV CHOBE 


SE SLAY IC MYER 2 & L1G HOMES 
以 て A. W. Groves 氏 の 方 法 を 試み た り 。 
その 結果 に ょ れ ば , EEA Rees (CK 
CHER WIL AAA WO LIER DR 


L MRE OM ree L 其他 の 岩石 
SCR CMO BRO A ICPURE 


Owe EOE V, HWCLEAKK 
GR ERS e SWOSACMIK AMAR 
FOS SHEMMBtV. MATRON 
HH CLE Le 1 少な き と と , BURT 
BH BPR AT © fly DAA SEN eS IC HEC 
filet Dike Se MW L, CEB Bat 
BODE SMU CRE Y UF 
bX MOBS CY LEM LAT SLO 
te &£¥8 38, CJ. Wash. A. Sc., 21, 370~ 
371, 1931) Chi) | 
2163, BARAMICHIT Sis ROEO 
BBPEICRTC Vogt, J. H. L. 

Eutectic tp 3 HEE * eutectic point な 
る や cutectic curve な る や 結 然 せ ざ る 場 
合 多 く た め に eutectic curve の 代り に 

な る 語 を 著者 は 使用 する 
が 安 賞 な り と 度 き 叉 二 成 分 系 の Peritectic 
point を 三成 分 系 の 場合 に は Peritectic 
curve な る 語 を 用 ふる を 適 営 な り と 述 べ 
な る 語 は 他 
の 反 殿 curve LIB) LY LEMTV oS 
成分 系 , 三成 分 系 の 基本 型 の . 個 々 の 場合 


cotectic curve 


Bowen の “Reaction curve’ 


292¢42) pb 
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に 於 ける 各 成 分 品 出 順序 を lela L, 他方 
BEA OWEA & UC, ERA, TIED 
granophyric, spherulitic, aplitic #RU5, 7 
EOKBKDE OSM SHB TO 
AA UE HUTS % SiO g は 岩 右 成 因 上 特殊 の 
意味 を 有する も の な リ と 言 ひ 此 の 跡 に 於 
CH, 長石 の 同時 に 上 品 出 する た め な り 
LMG YH) 75% S SiOz BADR 
ACB SILICKV Rr storsaewh 
® curve は 即ち 正しく 石英 - 長 石 feld 間 
の cotectic curve を 代 素 する も の な り と 
Zt & WIC granitic eutectic, granitic cotectic 
DR WY IC BU AER (RE HE DIB AS IK 
HED BRI HES ZL TF BOM LTH MR 
Aa SP BO WE IC ST ETO Hy, D. 
Geol. Ges. 1h O Rijamac & lite te 3 Haim & 
Hl~ HO eutectic OJEWIC ME te S *& jt 
NEY off FARHRICARG BAA granitic 
“ eutectic, cotectic に 殆 ん ど 等 し き Qu, Or, 
Ab 等 の 成分 を 有する も の に anchi な る 
2H & Bit し anchi-eutectic, anchi-cotectic と 
EV (J. Geol. 39, 401~431, 1931.) 
じ 河 野 〕 
2170, 南 オ ー ス トラ リア Manum [cH 
(F SBREAMEILHET Alderman, A. R. 
—IOoOwseM & &( の 酸性 Aplitische 
Abi ay 46 fda P IC Ao OOF te lel 
ZC CHIR (AA IC Mannum 7é RYE 
ERICZIC BR S Tonalit ょ 比較 を せる に 
花 油 岩 終 より の 誘導 に は 非常 に 複雑 な る 
普通 な ちら ざる 分 化 を 示せ どる ゃ も Tonalit #4 
MEK Y OPE AES IK HI RLIC (EM Dt 
EY, Diam BRO TPES FEET 
HERRSELOKUSD ILE d eH x 


り 反 つて Tonalit に 開 係 を 有する が 如 し 
(Trans. Proc. R. Soc. S. A. 53, 249~ 
257, 1929.) CynpEy) : 
9171, Stdéffel (Westerwald) の 玄武 
GRO essexitisch-theralitische 
Differentiate. Lehmann, E. 

Stéffel の 玄武 岩 は 若き Miocine 時 代 の 
も の に し て , Essexit Basalt th oP Rar 
12 OHA SEA, HA を FA, その 中 
に 岩 脈 と し て Essexit porphyry gs 83% L 
CHOP RARER PEERD 
ICRU ALC BRS 3 REE LCHEM 
化 せ る A, Fy HEAD BEAL BVA 
BEA & ZW AML = FY, RA = 
FU Y Hi, =FIVY =BA, s-7 
ビ ヵ イト RAR A, MEE Y 成る , Thi 
LCKBRAIK Kilt, と の 玄武 岩 は 
essexitgaffroid 乃至 theralithgaffroid 
Magma, に 相 座 し Essexit porphyry は 
basaltic Magma より 分 化 そ せり 。 人 分化 の 傾 
向 は schwach mediterranem Einschlag を 
有する atlantisch な り 。 RCM ORA 
的 開 係 は essexitische 及び phonolitische 
(foyaitisch) Magma の 成立 が ボー つの 
basaltische Magma ょ り 天 人 然 た に 於 て 可能 
な る 事 を 示し 且つ Essexit Porphyry は 
basatische Magma の 結 品 せる 残 融 体 な 
24% ltd C Chem. d. Erde. 5,319~ 
372, 1930) CHR) 
2172, RBC Katzenbuckel. i.O 
OBARMEHR Nieland, H. 

Sanidinnephelinite は meso- 乃至 
melanokraten Type の _ theralitische 


(ijolithische) Magma に し て Leucitne 


yb 
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phelinite 及び Leucitite に 依り て 件 は る 
その normative De Ka ICR VY 二 っ の yt 
AGI [a UGE B— HAMAS. 
他 は andesine を 有する も の な り 。 と の 
sanidinnephelinite 及び Shonkinite は 
Katzenbuckel » = 7: 3 2 MIC LC {hy 
KP BW CAR SCHEMA 
OF LEANER OMA 
に 下 に 成 生 せる HEM L, LT 本 地域 
の Shonkinite ESSEC Bw tkic Natr- 
onshonkinite と すべ ペ べき な り 。(N. J. 63, 
B. B. Abt A. 1, 83~140, 1931.) CHER) 
2173, ABFRKOZKEROCOS RY 
Correns, CGC: W. 

2000m OYE * OSB A AE SAVE Ic 
Re BAB RO RAI ide S ty Z 
は Esenwein 氏 に より 示さ れ た る が が 如く 
Schwachatlantische charakter % A} 37 
均 を る 大 西洋 の 若き 噴出 岩 と よく 一 致 せ 
SHEBW Yo 証し て 春子 舌 を 成せ る 
隆起 は 酸化 せる 褐色 の 分 解 物 を 示し , そ 
の 成分 は 地上 の 分 解 哲 と は 明か に 世 別 さ 
So MULCC OBAOMTKAM Se 
條 件 の 下 に 海水 と 作用 し て そ と に 分 解 が 
伴 は れ た り 。(Chem. d. Erde., 5, 76~86, 
1930.) CREF J 
2174, Laacher-See 地域 の 響 岩 及 粗 
面 岩 Ahrens, W. 

Brugbrohl に 於 て は trachytoid-phono- 
litische Tuffe 
の 外側 に 位置 し alluvial の も の に し て 
Brugbrohl の 近 《 く に 卿 立た 噴出 せり リ 。 と 
の Toff 中 に 横 は る 辻 際 の trachytoid 
phonolite (A RAOKS BRUBAA 


ys Laacher Trachyte tuff 


が 存在 し , alluvial Laacher-See HbA oO 
diluvial phonolite に は 属さ ず に alluvial 
Laacher Trachyte に 属す 。 上流 の 三種 の 
Dh em L, < OE BIC HC trachytoid 
phonolite は Laacher trachyte CRN L 
‘UE Laacher See phonolite と は — Fe 
Fo Diluvium に 於 いて 分 化 作用 は 酸性 
SLMS を 生 ぜ し め , か 《 し て 生じ 
ROAM LCRA LAT, RSIK 

alluvium に 於 て は 唯 だ 酸性 岩 の み 生じ た 
ROAM e AES, i UT trachyte 及 
trachytoid phonolite gs Wt iChE LUC BH 
CECE YU LORMRRE Ris S A 
AM&eZEVAAELYKSLOKLT, 

更に alluvial 岩石 の 噴出 物 は 特徴 ある 分 
Ai WIRD HMC RAAT & ets phonolite 
AS PL BL OD 4 HAS AG Ah PEA IC BRL 
て 空間 的 に 離れ て 生じ た る 事 を 示す も の 
に し て 叉 失 者 猫 立 に 分 化 作 用 に 開 係 せる 
事 を 示す も ゃ の な リ り 。(<Chem. d. Erde 5, 

1~21, 1930.〕C 瀬 戸 〕 

2175, 各種 岩石 型 の 平均 化 召 成分 

Johannsen, A. 

BH ILAKRBAB ORNS EV IC 
種 な る た め , Original auther jc(R VY Cc Fy 
GEhkK SBA HMICEY tO PR 
決定 の 必要 を 感じ , 本 論 衣 に 於 て は Bit 
成分 の 定量 的 に 決定 し 得 ら る ゝ 岩石 の 下 
PAAR & WS SNe VY, ORY He 
Pig RGD PRE IC GEA Lf DS BULIERS 
(CAPR B BoE BIC HE BIKA O 7 I HE 
U 4 Class (CTH URIC SHER EAD Bi 
JRC HEY 4 Order c 4p} RIC Familyig 


(12:3 Class の 場合 に は 石英 , KK- 長 石 , FF 
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ok 


aay 


長石 準 長石 を 各 串 昧 に と れる 複合 三角 彩 | J. Min., 64, A. 615~628, 1931.) [河野 〕 


4. Class DY SIC BEA BORMBIK 
HA, E+ AA, ROMA eV 
XD ARO BA Li IRV ET 0 fH 
DES © Hp fasta fel dr % MFI CHIH ES 
Biro FoOBIC Occurrence に 従 ひ 
Plutonic (P) Extrusive (E) Hypabysal 
CH) Aschistite (A) Diaschistite (CD) な 
STL ENS o BUAIK— AICP RO 
BILE BAO tA RA (LTO DE me 
BEAT SM~ COMO GAOL ERD 
CEB ICR (MOUS LHXV CN. J. 

Min. Geol:, 64, A. 505~516, 1931.) 

me DED) 

2176. Ditro FERAAR BCR T 
Strackeisen, A. 

a GI ARH A BN Bh BE AE IC & AR 
| BERBER OH A POM MAR AIC 
BAAS & Ut~, Daly, Niggli WHR ORe 

BEA LARA © Mir Ic fe) BANE 
Woes RVL HS SLRs, AER 
7a 3 Ai © WAM aR US IC PB SE HE 
DHERRE & te S BT Sy te S el 
FO (PRICK Y RE AA Bt HV 
LEM RZ (orn yd WES Ray 
CREAR & AS S Uralitischen fA PAO 
存在 は Reaktionsprinzip |< (KY BH]X ZB 
LENT LTV, PARAL RRL, 
ARIC L CARER te ES ERAS RE 
を 示す を 常 と す , THE AHS 初期 より 
OB BAG & RAE L Kataklase 叉 は 再 結 
MeO RMR EST, LO Pez AS 
の Posttektonisch J % rfijy yy BE Se O HEY 
作用 後に 噴出 て る を 示す と 逃さ べた り CN. 


2177, 粘土 の 加里 吸 政 と 白 圭 母 成 生 と の 
BAR. ASH 2195 EHR. 


2B hk & 


2178, 金属 太 石 用 及 射 題 徴 鏡 の 新 姜 置 に 
¥£T Osborne, F. F. 

KARR BGC KY oi bres 
Vertical illuminator total refrecting 
prism は 照度 は 大 な れ ど る も 
aperture ©4P 4p %3e ¢° BAW ld RO 
prism Omi H LY HREM SBAS Ic 
不便 を 感 ず 。 叉 偏光 線 を 用 ひたる 場合 に 
ray ADR OT IC HEI te SS BAG IC 
isotropic の も の を anisotropic 4 ABs 
る ゝ 場合 を 生 ず 。 

ALO OD prism 
に plane glass film を 用 ひ て 光線 の 入射 
角 を 適宜 に 調 飯 し 得る 装置 を な し , も し 
最大 の polarizing angle を 用 ひ て 入射 そ 
し ray は maximum OSE fi [i] & te F Hk 
と の ray VPM IC RAY LS CHRT 
EAR WIPRO anisotropism を 容易 に 
and SC LEGS LAL, plane glass 
の index of refraction % 1-520 と すれ ば 


objective の 


illuminator の 代り 


maximum polarization の 角度 は 56°40’ 


7rd th, HY glass film を 題 微 鏡 の 鏡 
IHW L 33220" に 傾斜 を そし むれ ば 最大 の 
平面 偏向 光線 を 得 べ く , ee と の 装置 
に ょ れ ば prism illuminator に 比較 Wwe 
(XZ mC AZ & light source を 用 ひ て 充分 
DMR & D bli & KS+_ (Econ. Geol., 
26, 545~550, 1931-C pp BF) 

2179, RRB I= CRB ET S 


iy 


Mize (“kT Osborne, F. F. 

Bi Al OT A & SBR Lite SRE IC HE 
あり , そ の 一 は 試薬 中 に HT & 一 定時 
ILC LE 洗 浴 し て RS る 場合 
と , WORE HBB LIC ct 試薬 の 
一 滴 を 必要 な る 太 物 の 上 に 注 下 し て 其 反 
應 を 極 む る 場合 と ちり 。 後者 の 場合 に 於 
て Davy 及 Farnham は 一 端 に ざ ム の ペル 
プ の 附 き し 砂子 ピペット を 使用 し Bastin 
は 白色 吸収 紙 の 三角 片 を AO, MARA 
人 金 線 を 用 ふる も の も あり, Vander Veen 
は 始め に 太 物 研 唆 面 上 た 一滴 の 試薬 を 注 
FUL Z2ZEMIRLE S BREE IC CH 
察する も の な ど あ り て , 種々 の 方 法 が FF 
は る くる も 各々 多少 の RBEPSEUT, 
閉 者 は objective の 周 園 た 一 枚 の 眞 鐵 板 を 
取り つけ 之 に れ HO HLS FS, AHO 
滴 を 注 下す べき pipett を その 和 孔 に 固定 し 
pipett D2gH as objective DIP ILE OME 
CBS an ( Bee し に 極め て 良好 な 
る 結果 を 得 た り と 云 へ り 。 CEcon. Geol., 
26. 496~501, 1931.) Crp EPI 
2180, ARSE ICM TRAE LY 
Sampling する 方 法 Haycock, M. 

“yx % mortor driven needle drill % HR 
ARE 2 OE OMS cs 微少 な 
SWS 取出 す 装置 た し て , と の 方 法 に 
ょ れ ば 題 微 鏡 的 微粒 の 斑 物 を も Sampling 
する と と を 得る と 云 ひ , TORE 及び 使 
PAE IC D BEM Yo (Econ. Geol., 
26, 415~420, 1931.0 Ha BF) 

2181, 印度 Kolar 金山 深部 に ける 富 太 
Se MEL 
Api F 2000 IRE CUBAER 
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WHICH SF 2 ORR AS, YES 2 Sic Be 
高め , 地下 I7000 WRIC BSC 1 wiRARL 2 02 1c 
Set 2 BRE set V o(Engg. Ming. Jour. 
130, 106, 1930. e885) 
2182, AFRPRMROXLREIERR 
Elsing, M. J. 
Mexico, Cananea th} OABEMIC PU 
% HASAN PAE HF & HAA L,Capote Creek — 
の 水面 以上 に 留まり , 前 者 の 下 eas BH - 
EFEICHIC FU, RRS IC ょ っ て 大 差 な き 
を 示せ り ol(Engg. Ming. Jour. 130, 285, 
1930) 〔 渡 邊 高 〕 
2183, RARERAOA CEH 
(第 三 報 ) 今泉 善夫 。 iy 
前 次 同様 の 方 法 を AREA BONDE, 花 
Pe EAD, See PERE SIR, ERE TE By RA 
Wanetk~ y PY PRICE CRAR SICK 
NESTE PCY, HH, ITH vy Rw 
PU~eaVAM Of BIFEZ ARS 
KDEOBRRUEI AF Y ESA 
産 環 マン ガン 太 中 に 少量 の = ッ ヶ ケル 及び 
ュ コバ ルト を 件 な へ リリ ( 北 光 ; 31, 11 ~18, 88 
6 う 〔 渡 邊 高 〕 
2184, FASESAIROAZRE & € ORLA) 
2158 2288. 
218, AERA PORAS Ba be 
ASH 2159 BAR o 
2186, PTBHRSEE RAS AHI2IEOZ IA. 
2187, Bebe (KS AMES O FAT IS 
RESRE EMO MERA OAS 
OBBIHT ARM =, WUE y 
— JR PABA Dike & ATIC & 
る 酸化 春の 選 元 速度 が 砂 鐵 粒 の 大 き 肖 度 
REM OMRIC KO CHE Th OBE 


ASHE 
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岩手 上 ARM BO VER IC 堆積 を る 
Titaniferous magnetic sand を 試 対 と し , 上 
MAAKRE AO CH PIC? VY, BEE 
TCARICH LCE RD Kir SBME 
Ai Ls R'P O CO OLED MEEK 
UV % > MHOKSXIKKSATAOVS 
(LE OKLOKAPIC ED T WME IC HLL dv, 
%OFERILA REICH T % COg ORC 
GEC b> LHORY 速 か な る BERR 
り 遅 き 場 合 に は 少く , そ の 中 間 に KU S 
適度 の 速 さ の 場合 に 最も 大 と な る 。 一 般 
に 避 元 の 割 合 に 及ぼ ばす 温度 粒 の 大 さき 及び 
HRW COg OYA K owes H.C 
Hite SKE AL, その 内 の 唯一 の factor 
。 の 影 結ば は 他 の 二 つ の 條 件 に 依り て 定め ら 
る る 害 元 の 割合 が , PHO WS Oo 時 に 著 
し く 現 は れ , 他 の 二 っ る の 條 件 に 依っ て 定 
め ら れる 避 元 の 割 合 が 著しく 大 叉 は 小 な 
る 時 に は , KOC (HIS S— 1000¢C 
に 於 て は COg の 濃度 5 以下 な る 時 そ 
DELO A ® Ht F 60 AA 10002 
DE TRLM LEV > CEBOMK 7, 4. 
1930, 4-) Ges) 


' #6 hk & 
2188, 日 本 産 原油 の 研究 第 1 報 ) 


Ho 

AR FR rE GAY LR D in & 一 般 的 性 質 を 有 有 
Fo CL) See ORS 本 原油 は 比重 
の 高き 事 , 属 折 府 の 大 な る 事 及 ペラ フイ 
ン 帳 の 多き 事 等 ょ り 他 の 原油 と 匿 別 せら 
れ , 少量 の 硫黄 及 審 素 を 含有 す 。 <2 西山 
原油 この 原油 は 3 種 に 分 類 し 得 可 《,2 
者 は パラ フラ イン WE Swic BAL, thie 


7K FA 


Dts V CIMA TP BR 
RIC TS THUS S % MAIL BRH E VY Bit 
DWBA F 7 4 Y USI & BAT CD 
新津 原油 と の 原油 は 場所 た より 非常 な 
る 差別 あり て 6 種 に 分 類 を られ 。, 基 内 5 種 
JES HEA IC LC, 多量 の 硫黄 , 
HK MSL AAT. (5〕 秋田 原油 yb 
FAD RUIZ ARIK PET 2 FHIC DHE Bt 
基 ユ は 他方 より 多量 の ペラ フラ フィ イン 農 を 含 
AT > (6) 北海 道 原油 本 油田 の 原油 は 
4 種 に DH bir, 振 老 原油 は 比重 属 折 
BRit SK lt b THRO F 7 4 VIB, 
FAITH PARD wie Vo WBE Ht 
BIA LAUT SRB ICLELARONG 
FAYIBREAST 9 AF Rm dbs 
VD Ee SES Cs BTL he Vg 
SE WEVA LANNE © BAG GED & D PESRIBVE 
Kit) CAB 47,661 ~676,1931 CA 
2189, 日 本 産 原油 の 研究 < 第 1 Ri) 水 
田 政 吉 。 

東山 , 大 面 十 原油 は 炭素 分 に た 於 て AIK 
FAW. L» SEH, PRR Gy 0-214~0-3195, 
0-166~0-298 に し て 殆ど 相違 な く , 前 者 
(DASHED AR IC PEI ETE 0:58~ 
08074 Lo 新津 原油 は 平均 比重 0:9 以 
LIC LD CAFR EP RHO LORY o Mi 
LCROME MUALAT. 即ち ター ル 
分 7.49 へ 92.2822, PEO~1-13, N,0-17~ 
0.42%, HMR 0-60~7-62%, S0-30~ 
104% 石 出 分 0.13~2.362, FHBIRES-000 
以上 (レッ ドッド 秒 敷 ) な り 。 秋田 原 
Witla 0-88~0-94, x — 2 720~80%, 
酸 信 0-1~0-9, 残留 炭素 1-4~7-896, N 
0.17~0.62 硫黄 0-4~1-1% 石 中 分 9.2~ 


cea 


2-8% te } PEA & ARS 。 北 海道 原油 の 一 
RY HEA SRS 3 1c Ma O,N,S 
の 化合 物 少 《 く , 征 つ ター を 分 少量 た に し て 

ThE WHO % OU AMIC BL CA B47, 

886~902) CAA) 

2190, FEAR Ee UT OHIEEA 
Howell, J. V. 

吉 生 代 石 灰 岩 の 風化 せら る ト ゝ 場合 に 含 
AT SthA we AM te SEEM SRT 
る も の が 屋 々 認め らち る 。 逢 の 如き 場合 に 
於 て は 風化 を そ ざ る 右 灰 岩 中 の 化石 が 石灰 
Arachis, sy. ZERBST SMe 
DEA ILE EELS 9 LT HRROR 
に 主として 石英 より な る beekitering と 
Me DoS tLORARCBAEbLS, 等 
者 は Missouri OPHF: KE VY = WO beekitering 
を 有する AKA tBwWL, KHAO Tie 
な る を 確 め た り 。 即ち と の beckiteringy 
AT 3 AMR A lsiZOh lA BRT kh ORE 
示す も ゃ の に し て , 生地 下 風 化 作 用 に ょ り 
て 生成 せら れ た る も の な リ り 。oCB. Am. A. 
Petrl. Geol., 15, 1103~1104, 1931.) 
CAA 


2191; 
J. BE 


Illinois yh FAIC Fe Cc Casing fF PR e BRC 
BMKBBE UT casing &yHIFEEL O 
間 に mud-fluid & (EAS > Wo kn & mud- 
fluid を 使用 中 freezing %e ZF RA/E~ 
BDbSo COLTS MALEAT 5 VE 
土 に 多量 の 砂粒 を 含有 し , 廃部 に 沈降 す 
る 事 に 依る も の な り 。 BH Edgar, 
Clark, Crawford Lawrence, Wabast. 地方 
に 於 て , Mud-fluid を 作る に 適 営 な る 資源 


Mud-fluid material Lamar, 


) 


wk 297 (47) 


2 MEY 9 WH IK PSC mud-fluidiey jX 
に 使用 を そら る も の は (1) loess Qglacial 
till (3) shale 及 clay な り 。 loess icHe 
aC Hime SE Ric kis 57~65% A 
均 62% OF LEA LABOMLGAE 
ょ より 少く , till の それ ょ より 大 な り 。 loess 
は こと の 含有 量 よ ょ り 見 る に freezing が 起り 
笠 る も の な る が , MLS * LOM 良好 
な る mud-flud の 資料 な り 。 till は 33~ 
61% OF’ BA L loess cE LAS 
%S% OHV, HARHLL50~9%D 
KLE VY BM SMe, As MR 
THOR RA ( 70 HBR SbORVS 
(Petrl. W., 28, 273~274, 1931) AAI 
2192, 選 界 最深 油井 Ritchie, K. S. 
Texas Big Lake 油田 No.1 の 油井 は 
世界 最深 油井 に し て 次 の 如き も ゃ の な り 。 
C1) 地表 下 8,500 の 深度 を 有 す 。 dik 
ABI 8500° の も の の み に て 17 ヶ月 24 日 
に て 完成 を り (3) 最初 の back press. は 
185 1b. に し て 普通 の 場合 と 異な る 状態 
な り 。 C4) 産油 は 最初 40 ABI UCHR 
加 じ 17 ヶ月 18 日 に て 最大 と な り , A 
2,926 Ric Vo と の 油井 に 使用 せ る Casing 
は 次 の 如き 大 さ な り 。 即ち 769…15 ま in.. 
1,820/---12in., aps 10 in., 2,825/.--8 
Zz in, 3,080’. 6-20. ., 6176": 5 ein. 
io Vis Bases et 5 Ase 187 AB 
LPR tn LC 5 月 に 最大 と な り て 2,926 
橋 を 産出 せり 。 坊 其 の それ る も 右 油 と 同様 
te SURHBS aL, WUT 1930 年 7 月 ょ より 
急減 し , ROK AsO 傾向 を 示せ 
WY gas oil ratio は 初め 6 ヶ月 間 は 僅 の 
減少 を 示し 1930 年 6 月 迄 は 殆ど Bite 
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rae: 


C8 ICED CHD Yo TYFEELA 
平均 日 産 3000 HE, TIT ct 20,000,000cub. 
ft. に し て , Amol mis 60° A. P. I, 揮 
BEM (a. 55-770, RU ik L & Wetgas な 
y CPetrl. W., 28, 93~95,1931.) CAA) 
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9193, エナ メル の 抱 濁 を 起す 結晶 質 化 合 
物 Andrews, A. I., Clark, G. L., 
Alaxander, H. W. 
=FANOFAGEBE LUGE HB 
々 の 化合 物 使用 そら る ヽ ゝ る も 未だ 基 原 因 に 
習 す る 確 旗 な し 。 著 者 は 代表 的 ニナ メル 
混合 物 を HPP ic Brahe LD, その 一 部 
を と り て 粉末 法 に ょ り X 線 分 析 を 行 ひ , 同 
REIS EFL BH © BAR io Le LY LOR ATC 
Efr~ Vo HMRC LHEGRIVYFE 
= 化合物 を 主 息 濁 別 と し て 使用 を る 場 
Eric (La HE SnO 5 RSboO 5 as FLITE & 
HS (LS IC L-C,Sodium-silico-fluoride, 
BAD A hh EL FLEE © 助成 に は 効 
SLE THAR ABO 原因 を な さ 
Fo Rei iA NaF. CaFo (ik MARS 
ALAR SNLYACABLASKs 
物 な り 。 原 混合 物 を 燈 融 する 時 に は SnO。 
は 燈 解 そ ず , 叉 Sb 化合 物 は 酸化 し て 結 品 
@ SboOs と な る な り 。 CJourn. Amer. 
Ceram. Soc., 14, 634~639, 1931.) GAN) 
2194 加里 長石 曹達 長石 フリ ント 混合 物 
@*emiest% Amberg, C. R., Gallup, J. L. 
Buckingham pin A, Maryland 産 
BS¥eARZ I vy bm 60 mesh ww 
を 以 て 標準 大 の cone を 作り , RYTHEPYI IC 
於 て 24~30 時 間 如 熱し て PP. C.E.C ゼ 


ー ゲ ル 鍵 に ょ る 温度 ) を 測定 そり 。 基 結 
FE = RAUBER IC HEU OI, BH 
AL7 VY POT aSEAE eB Ute 
So MMS Bescon MBE 
に は 20% SiOn & RMR Ac ls 10 
2 を 添加 する を 得 さ べし 。 高倉 有 量 の フリ 
yb CW RARBG Hs WB RARE 


Pic lkk LC — RHE 0 BER A ¢. 


加里 長石 間 に は 廣 《 PES HES Te L, SEM 
BERET SB 如き る も , 基 位置 は 明か な ら 
ず 。 と の 窪 は フリ ント 成分 に 接近 する ほ 
EYE ( te U HOSEAARK IC HAD LARS. A 
RGoOMRILV, RAD の RE LT 
の P.C.E. owe aer EMA S 
も の な り と 結論 ぜ り 。 CJourn. Amer. 
Ceram. Soc., 14, 733-~738, 1931) C48 4x) 
2195, カオ リン 族 諾 硫 物 の 成因 と 組成 
ASH 2161 参 昭 。 ' 
2195, BREBRORBKRMAR (第 1 
FR) AIFRE— ER 

PEAR AIR EE IB © BOK SR © DEB 
WIDE (kV) LAS, OD WRAL HE Se SEDC 
PRE D BEE IC BA LIZ DHESLO 
少し 。 著者 は SiO2-CaO-HH2O 三成 分 系 
D Fr KILKE SS WMRGRIC HS CHE A & 
し , 装置 は 過熱 水 蒸 象 を COS 石灰 及 
FEED MG & INAS SOY HS 
Het UT CaO: SiOg gs 1:1,3:2, 2:1 
の 三 者 を 選び , 600°C Ey 1100°C まで 
100°C HH IC 1 時間 熱 を り 。 加熱 成 生物 中 
DTM A RR OUEIRE & EBL CHE 
OFTHE, ARR REGHWO FILE & hb 
Br Vo FORK LAVIEHLS IH Inti 
に 拘ら ず , 600°C & Y 800°C まで の 生成 


cea 


0 0894 


Pit .3Ca 0.2 SiO。 な る に 反し , 900°C 以 
LIC RST ah 48 IK BHHE LUT 2 CaO. SiO。 を 
生 ず 。 ARBRERICHY CT CaO.SiO2 の 生成 は 
BICAIRED (2 SALAMI RCAF S 
が 如き る 目下 研究 中 な り 。( 工 化 、34, 995 
~1000, HOGER 
2197, AA) vRESMORERER 

Schwarz, R. Klos, W. 

yuk VY 1000°C まで の 純 カ オリ ン の 
FANG A UB EC kL HIT HR AKT % 582°C EG 
(ILA AIRE ARE & 示す , 其 後 EK 
DF & FEC HAAS HLS RC 846° と 
938°C OA BRICHSC MBE AL, 著者 は 
B—-OBoOlir*R-DAVY AlZOY.2 
SiO, の 分 解 に , 叉 後者 は ムラ イト の 成 生 
開始 に 因 る も ゃ の と 考 へ た り 。 獲 種々 の カ 
a) vy OPIGAEA & BEL, 或 は 850°C 
を 超 へ ざる AR- Dae VvoROKAMIK 
BC OGRE REG eV 次 に カオ リン 
LEAL OYE Ps 582°C ic PC Meee 
示す る も , 純 カタ カオリン の 場合 ほど 明瞭 な ら 
Fo 850°CK HT ILAIGHE & BL, 940°C 
に て は 著しく 収縮 し 始 む 。 カ ヵ カ え オリ ン , 長 
BREE BIG Wd Ip A OR & BE 
~~ たり ,(Zeit. anorg. Chem., 196, 213~ 
219, 1931) C5 ARI 
2198, FREOMEBKERSRHEOA 
{% Noll, W. 

HAHAH ws Sorptionic ky K° 4 
ォ オン の 吸収 現象 を 研究 せり 。 カ オリ ン の 
Sorptionsvermigen は 甚だ 小さ く , 殆 ん ど 
BAay OFAC Yo Mio 
Sorptionsrermégen は , ア ロフ エン の 含有 


量 に 因 る る % ゃ の に し て , その 10 を 含む 


Zettlitzer Kaolin は KoCO3 深 液 ょ り 
Sorption の 結果 KO: AloO3=0-033:3 
tEt0,7 a 7=YHRt CWeitzerde) は 
K,0:AlgO3=1:3 を 示し , 最小 の 加里 
SHEROLIMED. COA 
及 硫 酸 協 溶液 に PST Ik SE LT DIT, pe 
PREBYAMK IC SC OPW HET BESS LO 
に し て , 之 は Chemosorption (chit ~L 
と 。 か くし て アル カリ を 含有 する に 至れ 
る 灯 土 堆積 物 は 匂 成 作用 に 於 て 自 雲母 を 
生ずる 可能 性 に 就 て 論じ た り 。 (Chem. d. 
Erde., 6, 1~50, 1930. G4578) 


2199, BIE POCZRE4 PRI 


て Ignatieff, A. 

GEIR O <7 ROA PG Lee 
ルビ ア の 各地 ょ り 多量 た に 産 し 主として 
地 素 近く に BBRIK & te L, RRO 
YP RAb + Y BML L serpentiners o 
fissure line CYYU Cc BRO PEAK & te L 
CET COBO MA COz RBH 
る 上 昇 熱 水 液 が ペ マリ ド ダ イト 中 の olivine 
及 enstatite に 作用 し て 生じ た る も の な 
ZrxXLEXS-Q(Mining Mag. London, 42, 
217 ~221, 1930. CBF) 


A ike 
2200, 石炭 の 比重 と 工業 分 析 米澤 治 大 


EB 

AES aril re (CHS S 38 種 , BRE IK HS 
る 24 種 及び thee HSS 14 種 な り 。 

之 等 試料 の 比重 の 測定 及 工 業 分 析 を 行 
ひ , IRL 工業 分 析 結 果 と の 開 係 を 吟味 
せり 。 基 結果 に よれ ば ;, 石炭 の 上 比重 を 大 
な ら し むる も の は 灰分 及 固定 炭素 に し 


| / 
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て , 小 な らし むる も の は ' 揮 豆 分 な り 。 証 
し て 水分 は 比重 と 殆 ん ど 開 係 を 有 を ざる 
る ゃ の く 如 し 。 

著者 は 其 の 如き 比重 と 工業 分 析 結 果 と 
OBA & Y FIL Abe MIC BR CREE 
と な る さ べき 比重 を 定 む る べき も の な り と 
Me, BEC S AMA is MAK 
(Vitrain, Clarain, durain 及 fusain) cy 
意 す る 必要 の ある と と を 論じ た り 。C 北 光 
31, 1~6, 昭 6 年 鶴見 
2201, Vitrain, Durain 及 そ の 成分 の 
X #800H3E Mahadevan, C. 

Vitrain 及 Durain 2 fino EBA pe eB 
A GE IC CHZER V Vitrain に て は 
2 っ の XPRESS, HBL Y MT 
SF ORABORD ALE LOOM LE — 
致す 。 CHOBE ( diffuse し て , そ 
れ 等 を 形成 する 微粒 子 が 大 き 10~17 A 
REOBIR を 時 する と と を 語る , 上 且つ 之 
等 の 環 は Vitrain 中 に 存在 する 複雑 な る 
炭素 分 子 に より て , 短 折 され た る を 暗示 
す 。 有 叉 水分 含有 量 が 増 そ ば 之 等 微粒 子 は 
Bicpemoecr ems, RIRBMEL 
Th PERO BRK RE {rik ze } 
RVC ZEB ld intermolecular で な く , 
に 存在 する と と を 知る 。 
Durain | Cit 8 DO FEBS Hh AIC K 
Ast S,.O.5V, Vitrain oF Yi 
灰分 と, 石田 炭素 より の それ を Hat, 
Durain の 手 塗 環 を 得る 。 即ち Durain は 
RRM! OBIKARICMBL Vitrain は 
dispersion medium に て 灰分 及び 植物 性 
detritus は disperse phase と し て 作用 す 
と の Fermor OF & BH VY . Durain の 


intermicellar 


9 


PRD BES Dy EH Ck AE Tee AL 
REREWE EA d eee V (Fuel, 
8, 462~468, 1929) CEH 

2902, Vitrain, Durain 及び その 成 
分 の X 線 抑 研究 Mahadevan, C. 

Vitrain 及び Durain を Pyridine 及び 
benzene (Chloroform) (c -t #28 UC He 
Swe % by 化合物 を X 線 的 に 研究 そ を 
Yo Vitrain の 48 化合 物 は 共に 濃 ぐ て 
diffuse Lie #82, 94 ¢ TC diffuse し た る 
線 と を 現し , その 位置 は a 一 3.38A 及 a= 
212 A と な り 。 » B © FYI ese 
ざる Vitrain の それ と 合致 し , 複雑 な る 
炭素 分 子 に よる と と を 示せ り 。 Cellulose 
degradation KK VY CHEK 2 8 化合 
ist icAUse 260 2B~birk 
VLA, 今回 の 結果 と 一 致す る を 知れ り 。 
Durain に て は Pyridine . 不 深 解 物 CY) の 
FRI RRMO Durain の それ と 大 体 
一 致 を そり , ARO) © 一 般 反 系 OI 
せる を 異 れ り と な す 。 Durain の Pyridine 
抽出 物 の benzene KYA CRA 
Ca) EH Vitrainic Psi Z Pyridine Hh 
出 物 の benzene 不溶 解 物 CB) 及 落 解 物 
C») と 互 に 類似 の X MPBRE MLR 
D RA VIAS FICHE SB B41] _ Vitrain 
及 Durain の y (resinic) 成 生 物 は 3 っ 
の 環 を 軸 へ , 最小 の % も の は RC UT WME 
に , 中 間 の も ゃ の は 濃く CHE diffuse L, 
BINROD % Old HePRWIAL, ZIC kU 
之 等 2 つの 化合物 が 類似 の 組織 を 有 す 
る と と を 知る 。(Fuel 8, 462~468, 1929.) 


